
議第30号（議第1号）

賀茂郡稲取町及び城束村を廃し、その区域をもって束伊豆町を匹くことについて

賀茂郡稲取町及び城束村を廃し、その区域をもって東伊豆町を骰き、昭和34年 5月
3 Flから施行するものとし、これを静岡県知市に申諮するものとする。

昭和34年 4月17日提出
昭和34年 4月17日可決

賀茂郡稲取町長鈴木芳太郎

（城東村長鈴木恒三郎）

賀茂郡稲取町議会議長竹内国ニ

（城束村議会議長木村武志）

第 3
 
章

議第31号（議第2号）

賀茂郡稲取町及び城 束村を廃し、その区域をもって束伊豆町を貯くこと

に伴う財産処分について
賀戊郡稲取町及び城束村を廃し、その区域をもって束伊豆町を骰き昭和34年 5JJ 3 
日から施行するに伴い、稲取町有の別記財産は、稲取町を区域とする稲取財産区を設

けてこれに移し、その他の関係各町村有財産（一切の権利義務共）はすべて東伊豆町

に帰屈せしめるものとする。

昭和34年 4月17日提出
昭和34年 4月17日議決

賀茂郡稲取町鈴木芳太郎

（城東村長鈴木恒三郎）

賀茂郡稲取町議会議長竹内国 ニ

（城束村議会議長木村武志）

稲総第 11 号
庶第 15 号
昭和34年4月17日

静岡県知事斉藤寿夫 殿

賀茂郡稲取町長鈴木芳太郎

賀茂郡城東村長鈴木恒三郎

賀茂郡稲取町及び城束村を廃し、その区域をもって束伊豆町を腔くこと

について中諮

奴茂郡稲取町及び城束村を廃し、その区域を以って束伊豆町を胚き、昭和34年 5月
3日から施行したいので、右御取計い願いたく必要苫類を蔀え関係町村長連署をもっ

て中諮いたします。（以下略）
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第3章東伊豆町の成立（創設期）
（昭和34年～昭和43年）

第 1節概要

昭和34年5月3日、稲取町、 城東村が

合併して、「海と山と温泉に恵まれた、

個性豊かな郷土づくり 。」 をめざした

「東伊豆町」がうぶ声をあげた。

町づくりの歩みを一歩一歩進みはじめ

たが、まず、最初に取組まなければなら

なかった問題があった。それは合併の前

年に受けた狩野川台風のつめ跡であった。

電灯、水道、温泉施設、道路、農業関係、

林業、水産関係、商工業等の災害復旧作

業に町の総力をあげて努力した。

昭和36年12月、 「伊豆に鉄道を」とい

う町民の60年にわたる悲願がかなえられ、

伊豆急行が開通した。まさに、この10年

間の最大のできことであった。

これに続いて昭和37年8月、東伊豆道

路熱川区問開通、昭和42年4月稲取区問

が開通、ここに東伊豆道路が完通した。

伊豆急開通、東伊豆道路開通にともない、

従来運行していた東海バス路線も近距離

輸送が主となり、我が東伊豆にもたらし

た利益の大きさは、しまかり知れないもの

がある。まさに 「伊豆の夜明け」といえ

るのではなかろうか。

中でも一番恩恵を受けたのは観光面で

ある。そして、農業と漁業中心の経済の

町から、観光中心の経済の町へ歩みをは

じめ、観光地としての地盤形成の時代に

入ったのである。

旅館や商店の増改築も激しくすべての

旅館が増改築した。又稲取河津の農協 ・

漁協が合併し伊豆東股業組合、稲取憔業

協同組合がそれぞれ誕生した。

町の経済力もあがって来たため、教育

の面でも町が幼児教育に力を注ぎ、町内

の幼稚園の幣備と充実がなされた。

しかし、 一躍観光の町として脚光を浴

びるとともに、水の需要も増し、水不足

が深刻さを増し、町としても水道施設整

備の必要性が生じこれに力を注ぐように

なった。

この10年問をまとめるとすると……創

設期はまさに、雷車の開通。道路の開通

と高度成長の流れにのり、観光経済への

基礎づくりのため生き生きとした町づく

りの時代であったといえるのではなかろ

うか。

第2節 東伊豆町の成立

昭和34年5月5日の城東村の閉村式が

熱川小学校の講堂において行われた。こ

れに前後して 5月3日に東伊豆町告示第

1号により東伊豆町の設骰は決定した。

ここに東伊豆町は旧稲取町の庁舎を使

用して発足し、その第一歩を踏み出した。
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束伊豆町告示第 1号

賀茂郡稲取町、城東村を昭和34年5月3日に廃し、束伊豆町を設貯することに伴い、地

方自治法施行令第 1条の規定に基き関係町村長協議の上、東伊豆町長戦務執行者を東伊豆

町片瀬174番地鈴木恒三郎と決定した。

昭和34年5月3日

東伊豆町長戟務執行者 鈴木恒三郎

東伊豆町告示第2号

賀茂郡東伊豆町役場の位貯に関する条例を次のように定める

昭和34年5月3日

賀茂郡東伊豆町長職務執行者 鈴木恒三郎

東伊豆町条例第 1号

賀茂郡東伊豆町役場の位骰に関する条例

第1条 賀茂郡東伊豆町役場の位府を次のように定める

賀茂郡東伊豆町稲取383番地

附則

この条例は昭和34年5月3日から施行する。

第3節伊豆急行開通～

伊豆の夜明け

1.伊豆急行開通

“伊豆に鉄道を＂という地元住民の願
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いは古く 、明治37年に鉄道期成賀茂郡同

盟が結成されている。それから56年後の

昭和31年 2月 1日、東京急行は運輸大臣

に伊東～下田間地方鉄道敷設免許を申請

した。その後、昭和32年 3月に駿豆鉄道

からも敷設免許申諮が出された為、運輸

省は公聴会を開催し、その年の 7月に関

係者による論戦が展開されるなどの経過

の後、昭和34年 2月に伊豆急行の前身で

ある「伊東下田電気鉄道」に免許状が交

付された。同年12月工事施工の認可がお

り翌昭和35年 1月22日に22ヶ月後完成を

目標に着工した。

その間、東伊豆町内に於ける鉄道用地

の取得には多少の難行もあって関係者の

多大な努力がはらわれた。

また当町内は3つのエ区に分けられ工

事が進められた。大川附近は地崎組、熱

川・片瀬・白田附近は熊谷組、稲取附近

は西松建設が各々工事を担当した。

工事期間中に忘れられない大きな事故

が稲取で起きた。昭和36年4月16日、午

後 2時30分頃、稲取向井の「東町トンネ

ル」で落盤事故が発生した。伊東口から

約172mの地点が17mに渡って落盤し、

14人の作業員が生き埋めになった。この

内l人は自力ではい出したが、残る13人

の救助作業は4日間昼夜を問わず続けら

れたが、生存者2人、死者11人という惨

事となった。

この他、熱川トンネル ・黒根トンネル

工事にともなう上水道の水源切断なども

起きた。

こうして工事も進み同年10月20日には

全線のレールと架線がつながり、11月16

日に試運転のハワイアンブルーの電車が

下田まで走った。

12月9日、いよいよ伊豆半島住民60年

の悲願であった伊東～下田間の鉄道開通

祝賀電車が運転された。午前11時伊東駅

を発車した祝賀電車は、各駅で開通の喜

びにわく沿線住民に迎えられた。

東伊豆町内の 4駅でも、幼稚園児から

中学生までもがホームに出て迎え、鼓笛

隊、プラスバンドが演奏され、町、観光

協会、商工会、各区等々の関係者など町

民総出の歓迎ぶりであった。 一方、商工

会傘下の商店会は、開通記念売出しをや

り、特賞に乗用車を出すというデラック

ス版であった。また、その夜は各区ごと

に提灯行列がにぎやかに行われた。

こうして走り出した伊豆急電車は平日

25往復、土曜 ・休日は26往復のダイヤで

あった。このうち東京～下田間直通の準

急列車停車駅は伊東、熱川、河津、下田

であって、稲取には停車しなかった。

それから 3年後の昭和39年10月 1日に

伊豆北川駅が新に開設された。

2.東伊豆の交通

昔、伊豆の東海岸には、道路と呼べる

様な道は無いも同然だった。人の通れる

道と云うか、獣道と云うか、踏固めただ

けの様な道らしきものが、山坂を越えて

いた。そして其の道は、乗り物を利用す

る事が出来ず、ただただ足に頼る以外は

なかった。

明治になって、東京と、伊豆を結んで

汽船が連行され、昭和に入って東海岸に

49 



粗末な道路が出来て、バスが走り、昭和

10年頃、伊東線が開通、昭和36年、伊豆

急行が下田まで開通して、下田市以北は

電車の利用だけで東京まで行ける様にな

り、又、昭和42年、東伊豆有料道路が、

下田まで開通し、交通の恩恵に浴する様

になった。

3.東伊豆道路

伊豆急行鉄道工事貯エ以前に東伊豆道

路の建設も次の通り始まっていた。

下田区間（下田一河津問）は、県営縄

地有料道路として、昭和29年12月1日に

開通し、伊東区間（伊東一八幡野間）は、

昭和31年9月に開通、以上の道路は、昭

和31年4月発足の日木道路公団に東伊豆

道路の一部として引渡された。そして熱

川区間（八幡野＿片瀬）が37年 8月に、

稲取区間（片瀬ー河津）は42年 4月に完

成、此処に東伊豆道路の全線が開通した。

熱川区間は、総延長9,511m、35年 3

月着工、37年 8月竣工、 11億 3千 8百万

円を要し、稲取区間は、総延長13,022m、

総工役22億 8千万円を要した。昭和38年
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12月着工、東京オリソビック開催までに

完成する予定であったが、途中一部用地

買収が難航した為3年も工期が遅れた。

通行料金表（開通当初）

通行料金普通車軽自動車定期バス不定期I{ス

熱）1|区間 150円 100円 200円 300円

稲取区間 200円 100円 不朋 不朋

以上の通行料金であったが、伊東下田

間は全通で、普通乗用車、 550円を要し

た。伊豆急行は伊東、下田間片道300円

で、かなり割高の通行料金であった。北

川、熱川、稲取に料金徴集所があったた

め住民生活不便のため、北川熱川両料金

徴集所を間もなく廃止していただいた。

そして昭和57年全線無料となった。

4.東海自動車

昭和7年下田、奈良本間の道路が開通

した事に依り、東海自動車が、乗合バス

の運行を開始した。昭和8年、道路は伊

東まで全通したので、バスで熱海まで行

ける様に成り、それから鉄道を利用して

東京までと、大変便利に成った。以来東

海自動車運行のバス路線は、東伊豆住民

の費重な足であった。昭和36年、伊豆急

行、東伊豆有料道路の開通その後、自家

用車の普及により、益々バス利用は少な

く成り、現八百半の所に有った駅も、有

料道路際の現地に移転した。
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一般乗合バス事業運航系統数および総延長粁（略表）

年 期 系統数 粁 数 年 期 系統数 粁 数

大正5 2 （免許） 32.7粁 昭和32 79 233 5,800.7粁

大正6 1 3 36.8,, 11 33 81 249 5,884.8粁

不 明 不 明 11 34 83 255 5,991.8粁

昭和3 21 13 130哩 11 35 85 271 6,356.211 

" 4 23 16 148.4" 11 36 87 281 6,422.511 

＂ 5 
25 17 168.911 II 37 89 296 6,604.711 

＂ 6 
27 17 170. 4,, 11 38 91 353 8,621.711 

＂ 7 
29 21 175. 8 11 II 39 93 394 9,730.10" 

＂ 
8 31 39 836.4粁 II 40 95 399 9,960.9 II 

＂ 
， 33 50 1,220.211 11 41 97 413 lQ, 182. Q II 

" 10 35 56 1,414.5// II 42 99 443 11. 185.4 11 

" 11 37 63 1,458.611 11 43 101 454 11,673.111 

" 12 39 70 ],606. 7 II II 44 103 483 12,108.311 

11 13 41 68 1,366.3" II 45 105 482 11,664.4 II 

II 14 43 68 1,366.3" 11 46 107 443 10,192.8" 

11 15 45 68 1,366.311 // 47 108 437 10,169.111 

11 16 47 68 1,366.3,, 11 48 109 436 9,653.7" 

" 17 49 68 1,368.2 II 11 49 llO 438 9,443.5,, 

,, 18 51 68 1,368.2 II 11 50 111 403 8,648.9,, 

II 19 53 68 1,368.2 II 11 51 112 385 8,648.911 

11 20 55 不 明 （免許粁）539.5 II " 52 113 385 8,317.711 

11 21 57 ＂ 
（ ＂ 
) 539. 5" 11 53 114 392 8,165.4 II 

II 22 59 ＂ 
（ ＂ 
) 539. 5 11 11 54 115 410 8,980.411 

" 23 61 ＂ （ ＂ 
) 527. l 11 11 55 116 405 8,735.1" 

II 24 63 II （ ＂ 
) 527. 1" 11 56 117 409 8,817.5" 

II 25 65 ＂ 
（ // ) 536. 7" 11 57 118 400 8,637.111 

" 26 67 113 2,530.411 11 58 119 399 7,931. Q II 

II 27 69 120 2,745.3" " 59 120 397 7,919.7" 

" 28 71 137 2,960.911 11 60 121 358 7,412.911 

11 29 73 169 3,674.3 II 11 61 122 361 7,205.5" 

11 30 75 181 4,234.8 II II 62 123 354 6,955.8" 

11 31 77 204 4,922.4" 
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第4節農業と、漁業の町から

観光の町への歩み

1.東伊豆町の温泉場の生い立ち

東伊豆町合併以前の旧城東村奈良本の

現在の熱川湿泉が最も古く続いて片瀬温

泉で第2次世界大戦以前はこの2つの温

泉場であった。

熱川温泉の生い立ち

熱川湿泉の歴史については「熱川温泉

と大東館」（著稲葉米吉氏）に詳しく述

べられている。

今の熱川の元楊は昔から自然に務き出

していた。これを江戸時代から奈良本の

共同浴場として利用していたが、明治の

初期3本の引湯を認め3軒の旅館が開業

した。これが熱川湿泉の誕生と考えられ

る。稲莱米吉氏が所有する「稀観本」と

いう当時の旅行事梢や旅館名を記した明

治25年10月10日発行の小誌にも旅館3軒

で、旅館名は静浄軒、川菊屋、湯本屋と

記されている。この 3旅館は火災や洪水

によって廃業し、現在熱川で歴史の古い

のは、ホテルっちやが明治37年頃の開業

で、今の当館の社長秋永敏暁氏は5代目

である。つづいて古いのはカターラ福島

屋で現在の社長の木村充氏の祖父木村弥

吉氏が明治45年の開業で弥吉氏は又「絹

さやえんどう」を世に出した功労者でも

あった。

いずれにしても大正末期までは旅館数

3軒で元場の周辺にあった。

昭和年代になって、県道伊東下田線が

昭和8年に開通し、東海バスの運行が開

始された。従来熱川の交通は海路で穴切

湾より沖に停泊した汽船に絆の連絡に

よって乗降したのであった。

昭和6年ホテルつちやの三代目秋永真

正氏によって、現熱川郵便局の横の土地

に温泉掘りが成功した熱川温泉第1号の

自憤温泉であった。

又昭和13年に国鉄伊東線が開通しこ う

した交通事情と温泉の噴湯に成功したこ

とにより数多くの旅館が開業した昭和20

年終戦当時の旅館数9軒収容人員約380

名であったといわれている。

片瀬温泉の生い立ち

現、東豆館加藤博正社長の祖父（加藤

新蔵氏）が片瀬海岸の海の中に温泉が、

自然湧出（現在もある）していることか

ら、掘削すれば確実に湧出すると考え、

私財を投入して「かずさ堀りという方

式」で掘り始めた。数ヶ月を要して自憤

に成功した。時は昭和4年で、東伊豆町

及び賀茂広域圏では最も古い湿泉である。

下田保健所の湿泉登録第1号として記入

されている。その翌年に今の東豆館が開

業し片瀬湿泉が生れ、昭和20年頃まで6

軒の旅館が営業していた。

以上が東伊豆町の温泉観光の生い立ち

であるが当初は旅館の規模は今の民宿程
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度で、股業や漁業等兼業であった。

昭和10年代に入って、伊東より現在の

熱川館、大東館が熱川で旅館を開業した

頃より専業的旅館営業に移り変ってきた

ようである。大東館の例で示せば当館の

開業時は、客室数は宴会場間仕切り 4部

屋を含んで16室 （バストイ レなし）で従

業員は5人だけというまだ生業的色彩の

浪い湿泉旅館であった。昭和20年以来は

湿泉旅行はまだ限られた一部の人達しか

利用しなかった時代でもあった。

2.観光発展の始まり～第2次世界大戦

を終わって

戦争が激しかった昭和17年頃から熱川

や片瀬の湿泉場を訪れる人もめっきり少

なくなり、又戦後の昭和22年頃まで食粗

難で、温泉宿も休業の状態で宿屋の主人

等も農業や漁業のまねごとにいそしんで

いた。戦後の一時期熱川と北川に温泉熱

を利用して塩工場が設けられた。

やがて、戦後の混乱期も去り、兵役に

服した人々も復員し、日本の経済復興も

政府の適切な施策（傾斜生産方式といっ

て、まず石炭、電力、鉄銅等の基幹産業

を育て他の産業に波及さしてゆく）と、

昭和25年、南北朝鮮戦争が始まりこの特

需景気も大きなささえになって日本の経

済も息吹きを始め、人々もだんだん、熱

川や片瀬の湿泉場を訪れるようになった。

それなら旅館の増築をと、昭和26年、大
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東館、熱川館が、昭和28年には福島屋が

けや木造りの3階建22室の三楽荘を増築

した。現在この建物は取こわされてない

が当時の木造建築としては優れたもので

あった。

又戦時中熱川に疎開していた、現在の

ホテルオグラ、一柳閣も、旅館を営み始

めたほか伊東市から大和館が進出し熱川

温泉も長い休眠より覚めて、活気を取戻

してきた。片瀬温泉も旅館の改修も始ま

り、昭和20年代に新たに松涛園 (32年廃

業）清見荘 (45年廃業）等が開業し、昭

和24年までは熱川と片瀬は一つの旅館組

合であった。

この時代に旅館経営の歴史上特記すべ

きことは、戦前はお金持ちの家族旅行や

新婚旅行の湿泉場であったが、団体旅行

の時代が来ると、稲莱米吉氏経営の大東

館は、当地域としては初めて80帖の宴会

場を設け大衆レジャ一時代への対応を示

し、従来の温泉場の観念からは大きな英

断であったと思う。又当館は早くから野

天風呂をつくり以後「野天風呂の熱川」

として有名になったことも、時代を先取

りした稲葉米吉氏の経営者としての片隣

が見られる。

3.観光地としての形成の時代

名実共に町が観光として形成されたの

は、昭和30年代の初めから、昭和40年代

の初めにかけてであった。

観光需要の上では、日本経済の高度成

長は大衆レジャーをまねき、この波に乗

り、又交通上は、伊豆の夜明けだ昭和の

黒船到来と、賀茂広域圏の人々が双手上

げて嬉んだ。昭和36年12月の掠伊豆急行

の開通、翌昭和37年8月東伊豆有料道路

の開通は希望に滴ちた活力をあたえた。

この頃は日本経済の工業化への進展の

時で、全国の多くの地方はその振興策と

して工場誘致に奔走していた。当町は地

形上工場誘致がむずかしく、一方かって

は近海漁業が栄え、農業もみかん王国を

誇っていたが、そのかげりが見え始めて

いたこともあってか、町の指迎者は、こ

れからは観光の発展策をはかるべきだと

考えていた。昭和37年に2代目町長に就

任した鈴木慎氏が選挙公約として、観光

の振輿策を初めて掲げたことからも理解

できるかと思う。そして日本の高度成長

を象徴する一つとしての国鉄新幹線が昭

和39年に開通し又その年に東京オリン

ピックが開催され、旅館の建築プームに

一附拍車をかけた。

この観光地形成の時代は、町の歴史の

なかで最も活力が溢れまさに激動の10年

間であったと考えられる。

〇主要なことを列記すれば

昭和31年稲取湿泉が生まれる

昭和32年北川温泉が生まれる

昭和33年東伊豆町建設協会結成

バナナワニ園開園

昭和35年東伊豆町観光協会発足

東伊豆町商工会設立

昭和36年伊豆急行電車の開通

昭和37年 東伊豆有料道路の開通

（熱川区間）

稲取旅館協同組合設立

稲取製材協同組合設立

熱川製材協同組合設立

熱川、稲取両芸妓置屋組合

の検番設立

下田信用金庫東伊豆支店開設

昭和38年熱川観光旅館協同組合設立

東北、北海道より季節労務者

募集（主として旅館のメイド）

セルフ販売方式では初めて当

町に中勇ストア開店

昭和39年霊友会弥勤山道場完成

稲取ゴルフ場オープン

昭和40年 三井不動産熱川別荘開設

昭和41年東伊豆有線テレビ節の前身で

ある共同アンテナが電器小売

組合によって設立

いなとりどんつく観光祭り始

まる

昭和42年熱川どうかん祭り始まる

東伊豆有料道路開通

（稲取区間）

昭和43年掠ヤオハン稲取店オープン

東伊豆町サービス店会結成

旅館や商店の増改築も激しく、特に旅
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館の大規模本格的な鉄筋建築も、昭和37

年銀水荘から始まり、既存のすべての旅

館が増改築した。客室もバストイレ付と

なり、パブリック部門も充実され大宴会

場が設けられ冷腰房が完備された。

又経営の近代化や団体客受入整備の合

理化も進み、 7帖半の客室 (8帖と同じ

に使える）が考えられたのもこの頃と思

う。そのほか経営規模の拡大に伴い個人

経営から法人組織に改組し、又記帳事業

所（青色申告）が飛躍的な増加を示した。

4.各温泉場の発展

(1) 熱川湿泉

新たな旅館の開業 戦前は9軒の湿泉

宿であったが、昭和20年代に6軒、昭和

30年代に 5軒、昭和40年代前半に 6軒の

開業があった。この間廃業等もあって、

昭和45年現在旅館25軒で以後新規開業は

なかった。
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①熱川温泉旅館創業年次

年代 旅館名 創業者 創業年次

明治時代
侑ホテルつちゃ 秋永真正 明治37年

大正 蛛ホテル福品屋 木村弥吉 明治41年

3軒 圃玉翠館 太田寅吉 大正3年

昭和 1- 圃みどり館 土屋幸平 昭和10年

19年代 勧熱川館 稲葉兵吉 昭和11年

侑）偕楽園 斉藤勇二郎 昭和11年

（合）大東館 稲葉米吉 昭和14年

鈴三興閣 浅井よし 昭和16年

6軒 海南荘 昭和17年

昭和20- 鈴熱川大和館 山本一夫 昭和25年

29年代 圃一柳閣 菊地赴夫 昭和25年

蛛ホテルオグラ 小倉登茂吉 昭和25年

励くろしお 太田和夫 昭和26年

旅館中西 露木一男 昭和28年

6軒 蛛熟川湿泉ホテル 太田正三 昭和29年

昭和30- 甲子苑 木村甲子男 昭和32年

39年代 蛉熱JI!ニュープリ ソスホテル 嶋田長光 昭和34年

励熱川第一ホテル 萩原静男 昭和35年

侑熱川グラン トホテル 太田宮美男 昭和37年

佑山路 船田源吾 昭和39年

6軒 圃ホテルしなよし 池田精太郎 昭和39年

昭和40- 蛛南望ホテル 昭和40年

45年代 伽たかみホテル 乗松はる 昭和41年

熟川ハイツ 雇用促進祁業団 昭和42年

励グリ ーンホテル 日馬実 昭和43年

励国民宿舎熱川荘 岩崎一男 昭和44年

6軒 鈴熱川ビュ ーホテル 川口俊雄 昭和45年

摘 要

昭館和に2分6年離す（暖る流荘）現在の黒潮と玉翠

旅が館経天営城をで引開き業つしぎ山昭形和県39の年多火勢災亀で五廃郎
氏 業

現在の大和館が買収

旅館伊豆海荘で開業し一柳閣に改称し
た

昭和38年に黒潮に改称

店伊豆に転旧電業車の路線として売却され名産

旅和館38年天城で開業し現在地での開業は昭

昭和50廃業

労働省所管
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② 旅館の増改築

旅館の増改築も激しいものであった。

木造建築から、鉄筋建築に移り変ってき

たのは、熱川館が昭和31年に一部鉄筋づ

くりで増築したのが始まりで、昭和34年

に至って、大東館が約1億円を投じ鉄筋

5階建延3300平方米、大宴会場300帖当

時としては賀茂広域圏最大の規模であっ

た。翌年の昭和35年に福島屋が鉄筋づく

りに一部増改築した。以後既存旅館の増

改築と新たな旅館の建築ブームが昭和40

年代の前半まで続いた。その建築は一部

を除いて鉄筋づくりであった。このため

昭和30年代の下田財務事務所管内の料飲

税額は大東館が一番、2番目が福島屋で、

その他の旅館も常に上位であって、賀茂

広域圏最大な温泉場となった。

③ 発展の要因

勿論その大きなウェイトは伊豆急電車

と東伊豆有料道路の開通によるものであ

るが、大衆レジャーの時流に旅館経営者

が果敢に挑戦したことに依るものと思う。

その他、

（ア） 蛉荏原製作所社長の小会社（有）熱川

農閑が熱川に広大な士地を持っていた。

その土地を旅館業者に開放。（熱川湿泉

ホテル、熱川第ーホテル、たかみホテル、

熱川ビューホテル、大東館ロイヤルホテ

ル等の敷地に）

（イ） 大東館稲菓米吉氏と福島屋木村武

志氏は旅館経営のライバルとして説い合
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い両館は当時3年ごとに旅館の増改築を

した。又両者は、旅館の融資の道をつけ

るべく、木村氏は熱川観光開発協同組合、

稲莱氏は熱川観光旅館協同組合を設立し

その理事長になって他館の援助をしてい

る。特に稲葉氏は、 10軒余の借入金の保

証人になるなど、栢極的に他館の世話を

したほか、熱川の多くの道路開設に努力

し、私費を投じたものもあった。又木村

氏が、昭和28年から、日本交通公社協定

旅館連盟と日本旅行協定旅館連盟の南伊

豆支部長として、誘客対策に貢献してい

る。稲葉氏は、南伊豆旅館組合長静岡県

旅館組合理事長に就任し業界の発展に盛

している。両者の経営者としてのライバ

ルは作家花登匡が書いた「銭の花」のモ

デルとなっている。

（ウ） 熱川バナナワニ園の開園

遊究施設のなかった熱川に、昭和33年、

福島屋木村武志の弟木村亘氏が熱川バナ

ナワニ固を開國した。個性の強い木村亘

氏であったから、成功した事業と思う。

（自伝ころんだら種を拾えがある）

に） 栢極的な観光宣伝

昭和25年、掠福助足袋の全社員の慰安

旅行誘致の成功は、熱川片瀬の全旅館を

満員にしたことが、刺激となってか、以

後、四季ごとにエージェント中心にキャ

ラバンを全旅館で実施する伝統になって

いることも、当時他の温泉場より発展し

た要因の一つと考える。

片瀬温泉旅館創業年次

旅館名 創業者 創業年次 摘 要

東 豆 館 加藤新蔵 昭和4年

掠 海 浜 館 森田吉太郎 昭和11年

え び や 森田忠三郎 昭和12年 昭和31年に現地に建移転昭和53年の地震により全壊再

小 磯 館 稲莱太治 昭和14年 なぎさ荘に売却
(:fv 片 瀬 館 加藤太郎 昭和14年

長 楽 川合 らく 昭和14年 昭和24年廃業

松 涛 園 森田直徳 昭和22年 昭和32年廃業

な ぎ さ 荘 稲田 囲 昭和25年 小磯館を買収

清 美 荘 鈴木守行 昭和25年 昭和45年廃業

侑）南海ホテル 井原吾一 昭和28年 昭和48年東映に売却

か に や 中村登喜子 昭和33年 昭和43年に廃業

慟 し、 づ や 木村清太郎 昭和34年

山 海 荘 吉田良男 昭和35年

福 松 荘 松本伊勢野 昭和38年

蛉 松 泉 閣 梅原ゆき 昭和38年

伊豆法華荘（国民宿舎） 末永芳夫 昭和41年

諒東映ホテル 昭和48年

武 蔵 野 大塚 昭和55年

(2) 片瀬温泉

戦後熱川と同様に、旅館の開業は昭和

20年代に4軒、昭和30年代に5軒が新た

に参入している。

鉄筋建築に移ってきたのば昭和38年に

片瀬館、以後海浜館、南海ホテル、東豆

館が増改築した。いずれも小規模で熱川

のように、大規模の増改築ではなかった。

旅館との格差は少なく、昭和24年まで熱

川と片瀬は一つの旅館組合で、初代理事

長は今のえびや（当時は川端館）の創業

者森田忠次郎氏であった。地形上の問題

があったと思うが、この時期に旅館業者

のまとまりと、宣伝活動等栢極的な対応

に欠けたのが、熱川温泉との格差が極端

に広がったのではなかろうか。

戦後も 6軒の温泉宿で、熱川の 9軒の
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(3) 稲取温泉の誕生（旅館経営の近代

化により発展）

昭和30年代に節東海自動車のバスガイ

ドは、「海の幸山の幸に恵まれた稲取が

伊豆温泉のニューフェイスとして誕生し

ました。」と美しい声で説明していた。

稲取湿泉の誕生は、戦後も栄えた近海

漁業にかげりが見え始め、船主等の多く

が横浜に出て、港内運送業通称機帆船業

に進出した時期に、又一方熱海、伊東、

熱川、河津、下田等の温泉場の活況に剌

激を受け稲取も湿泉湧出の可能性がない

かと考えた。以前には太田伊之助氏が発

堀した。

現蛉稲取観光ホテル創業者金指万次郎

（当時は菓子屋）、現いなとり荘創業者

村木宇左衛門、現福美館創業者上島長蔵、

井原友一、川口元吉、鈴木勲、鈴木新太

郎、氏らが発起人となり、町民全体によ

びかけ l口50円の出資金を募金して小丸

山の土地にノミを降し、あしかけ 3年の

歳月を経て昭和29年3月待望の湿泉が悌

出し、稲取の将来に明い見通しが開けた。

第2号の掘削も始まり現掠稲取観光ホ

テルの裏地に堀った湿泉は湿度73度湯最

1分問に235リットルで温泉旅館を営む

に十分であった。時は昭和30年3月、稲

取湿泉の胎動はここに始った。

その翌年昭和31年稲取海岸に節いなと

り荘が木造2階建部屋数10室で開業し、
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次の年昭和32年蛉銀水荘がとうさんの海

岸に町有地約4,000乎方メートルを借り、

木造3階建13室で開業、同年現伏見ホテ

ルのところで第1号源泉を利用して蛛帝

産オートがヘルスセンターを開業した。

昭和33年に圃白雲閣、昭和34年に諒稲取

観光ホテル、圃三幸園（昭和45年廃業）、

ホテル福美館が開業した。従来から町の

なかで宿屋を営業していた古屋旅館、朝

陽館、やまだ荘、南国山下荘、萬屋旅館

を含めて10軒で稲取温泉が形成され、昭

和37年4月、稲取旅館協同組合が設立さ

れた（初代組合長金指万次郎）又当時の

湿泉観光地に欠くことができなかった芸

妓樅屋の検番組織も昭和36年に設けられ

た。

以後その発展はめざましかった。

稲取温泉の本格的な鉄筋造りは昭和37

年蛛銀水荘が7階建63室、投資金額約 1

億 5千万円、当時としては熱川の大東館、

福島屋を越える最大な規模で、自己資金

もわずかなもので無謀な計画だと、業界

からは危ぶむ声を聞かれた。この頃は金

融機関も旅館ほ融資第2種業種とされ貸

付金はきわめて消極的であった。多くの

旅館は中部相互、静岡相互銀行に依存し

ていて、本町の金融機関の中で最大な

ツェアを持つ静岡銀行との取引は少な

かった。政府金融機関でも商工中央金庫

なども、経験の浅い当地域旅館融資は、

まだ渋いものであった。中小企業金融公

庫が外人が宿泊する施設、政府登録旅館

に2千万円の限度で融資制度が発足した

ばかりで、銀水荘は当町の旅館でこの融

資をうけた第1号である。

しかしまだ電車も開通しなく取合道路

も挟く新建材の木造建築屋根はトタンぶ

きで当時の銀水荘の稼慟率は72％余（旅

館の平均稼働率47%）で、熱海等の有名

旅館より宿泊単価は低いものの高稼働率

であったことは驚きであった。どんな悪

条件でも克服してゆく加藤社長の経営姿

勢をかいまみることができると思う。こ

の銀水荘の建築を契機に稲取、熱川、片

瀬、北川各温泉場の増改築ブームが昭和

40年代の始めまで続いた。又当時の旅館

昭和38年 蛉稲取赤尾ホテル

ホテル糀屋

昭和39年 佑ホテル束伊豆

侑ホテルたなか

昭和40年 紛稲取東海ホテル

うえじま旅館

侑やまだ荘増改築

昭和41年 喜久多旅館

ホテルみどり

昭和42年 ホテルコーヨー

蛉ホテル伏見

昭和43年 前田苑

清海荘

わかしお荘

こうした新たな旅館の参入と、既存旅

の経営は 「宿六経営」といわれていたが、

経営組織、労務管理、会計業務も近代化

を成し遂げた。この改革のなかで、加藤

社長に対する批判の声も聞かれた、これ

に耐えた社長は 「経営者は孤独と」いわ

れる諺をしみじみと味わったことであろ

う。稲取湿泉を 「料理の稲取」と名声を

高め、旅館経営の 「近代化の勝利」と言

えるのは、この銀水荘に代表されるので

はなかろうか。そして昭和41年に稲取観

光協会（会長佐藤仁志）のどんつく祭り

が始められた。

以後次の通り、新しい旅館のオープン

があった。

（赤尾十五郎）

（黒田朝之丞）

（小林 康）

CJIIロ 元吉）

（滝 ） 

（上島新一）

（山田武平）

（定居喜市）

（内山 功）

（森野五郎）

（前田誠治）

（鈴木智之）

館の増改築により、誕生から10年、昭和
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43年には旅館数21軒を数え、先進の河津

湿泉片瀬温泉を追越し熱川湿泉に次いで

町内第2の観光客の多い湿泉場としてそ

の地位を確保し伊豆湿泉のニューフェイ

スとしての名声は高まってきた。

(4) 北川湿泉の誕生とその発展

北川温泉の歴史については、著者福山

靖氏が「北川湿泉開発小史」でまとめら

れている。

定置網の漁業で栄えていた北川地区に

熱海のつるやホテルの創業者畠山鶴吉氏

（元衆議院議員）が、昭和12年頃から温

泉が湧出していたのに注目し、当時の伊

豆各温泉が観楽型であったことから、北

JI|温泉は、俗化を避け優れた静投型のビ

ジョンをめざして、昭和32年に跨三井船

舶が経営していた塩工場の跡地に鈴つる

やホテル北川支店として開業したのが始

まりで、自然環境を大切にするため、古

松や自然石を旅館建築のなかに加えた。

離れ方式の別館は 1階2階を組合せて一

室とした部屋づくりは、今日まで残って

いて、旅館経営の参考になるものではな

いかと思う。

続いて畠山鶴吉氏の援助もあって次の

旅館が開業している。

昭和33年圃ホテル望水 （近藤実）

昭和35年圃北川湿泉ホテル（伴禁宗助）

圃ホテルゆうき荘 （西実）

（昭和49年廃業）

昭和40年ホテル船松 （太田幸枝）
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圃ホテル本間 （本間圭一）

昭和41年かめやホテル （加藤五郎）

又北川部落内でも伊豆急開通後の伊豆

南部地域の民宿ブームのこともあってか

民宿に近い次の旅館が開業している。

昭和40年山十旅館 （島沢定雄）

昭和41年汐見荘

大屋丸

昭和43年上の山旅館

（成生昂）

（野崎惇次）

（島沢貞ー）

又一方熱川や稲取の増改築の波は北川

にも押し寄せ、昭和36年つるや別館の増

築に続いて、ゆうき荘、ホテル望水、北

川温泉ホテルの 3軒が、鉄筋づくりで昭

和41年までに増改築している。

こうした新しい旅館の開業と、既存旅

館の増改築は、北川湿泉の開発者畠山餡

吉氏の考えていた、静祖型の観光地とは

かけ離れたものとなってきた。観光需要

の時流は、団体宴会型が主流で、各旅館

もその経営効率上これに対応せざるを得

なくなり、大宴会場を設け又芸妓置屋を

東京から招いた（三河屋）。 土日耀日に

なると東京から50人余の芸者をよびよせ

た。今のコ ンパニオン方式と思う。他蛛

北川観光セ‘ノクーを設け飲食店喫茶店み

やげ品店を誘致するなど、観楽型へ激し

く脱皮を始め、昭和36年宿泊人員22,602

人から昭和43年137,186人と高い伸びを

示し、片瀬温泉を追越して町内第3番目

の観光客の多い湿泉楊となった。

(5) 大川温泉の誕生

昭和15年頃から温泉が、湧出していた

が、町内各地域が湿泉観光地として活況

を呈していることから、大川も温泉観光

地として成立しないものかと、常々考え

ていたが、

昭和36年節大川グランドホテル

（大森武雄）

昭和38年 きむら旅館

昭和40年泰山荘

晴美荘

大川荘

（木村操）

（稲葉泰吉郎）

（稲葉正作）

（稲業武）

以上の 5軒の旅館が開業し、又昭和39

年には霊友会弥勤山道場が完成し昭和41

年には日本大学ゼミナハウスが開設され

大川も温泉として芽ばえてきた。

(6) 白田温泉の誕生

昭和18年4月、現石田薬局の兄、石田

俊氏が湿泉を発掘し悌出したのが始まり

で、この成功をみて同年白田地区が掘り

一時共同浴場として利用した。

温泉場としての誕生は、

昭和37年圃白田観光ホテル（山下富子）

昭和39年ホテル千代野（山本千代野）

昭和40年圃臨海荘(53年地震で全壊）

昭和41年蛛白田川観光ホテル（加山堅

治）

昭和43年丸井荘

等が開業し温泉場としての息吹が始

まった。

昭和36年度 昭和43年度 伸率
旅館数 宿泊人員 旅館数 宿泊人員 旅館数 宿泊人員

12 
北）II （大川温泉を含む） 137,386 
煎川 21 

347,906 28 592,484 133.3 170.3 （北川 3を含む）

片瀬 12 
白田 57,007 20 102.465 166.6 179.7 

稲取 ， 161,249 19 475,309 211.1 294.7 
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5.観光の発展は、町の他の産業に、大

きな波及効果をもたらした。

(1) 商業

町の商業の歴史は、農漁業経済を基盤

として生まれてきた。かっては製業はみ

かん王国を誇り、漁業は近海漁業の根拠

地として稲取港は栄え、外来漁船の入港

も多く 、このため料理屋、湯場業、映画

館が活気を呈し、また造船業、樽製造業、

製材業も繁栄していた。股憔業産業にさ

さえられていた、商業活動の取引の多く

は大福帳にみられる、盆荘れ勘定であっ

た。

観光の発展は旅館の原材料消耗品等の

需要と従業員の増加は、商業活動にきわ

めて効果的に働いた。特に旅館との取引

商店の売上高は著しい伸びを示した。

この取引を通じて手形支払方式も普及

した。

又一方町民の暮らしの電気器具化も進

み、電気洗濯機、冷蔵庫、テレビ等の普

及の時代で、町のなかに多数の電気器具

店も開業した。稲取地域はテレビの視聴

が悪いため昭和41年今のハイキヤットの

前身である、共同アンテナを電気器具小

売店の組合で設備している、（組合長黒

田多兵衛）。このテレビの普及特にカ

ラーテレビ進出は、当時町民の唯一の娯

楽施設であった。映画劇場、稲取地域に

はオリオン劇場、中央劇場、城東地区に

は白田劇場、熱川劇湯等があったが、昭

和40年代の始め中央劇場を除いて 3館が

廃業している。又昭和20年代では家庭に

於ける燃料は、木炭や薪であったが昭和

30年代に入ると石油プロパンガスの出現

によって、大きな変革を遂げた。プロバ

ンガスの販売店を昭和30年に城東地域は

鈴坂木プロパン（土屋茂）稲取地域では

石油屋が営業を始め、ガソリンスタンド

を、城東地域では昧協和商事（横山貞

夫） 稲取地域では石油屋庄七丸が開業し

ている。プロパンガスの使用は家庭風呂

の普及をうながし従来稲取地域でのコミ

ニティの役割を担っていた浴場業、喜美

の場、都湯、浜の湯、千鳥湯、太田湿泉、

寿楊、帝産閣等があったが昭和40年代の

始めから次々に廃業し昭和63年現在都楊、

千鳥湯、寿湯の 3軒となった。

もう一つの町民の春らしの変革は自転

車、オートバイの時代から昭和40年代の

始めにかけてマイカーの時代に移行して

いる。又観光サービス業の発展と共に美

容院も増加した。

こうした町の産業構造の変革と、町民

の生活の移り変りは、商業活動も近代化

への歩を進め、大福帳から日常取引を記

帳する方向に、一方全国的にも商業活動

近代化の波は、セルフ販売方式の大型店

が出現し流通革命と称された。当町第1

号のセルフ販売方式の店舗は、昭和38年

に仰中勇ストアー（中村勇也）であった。

昭和43年に至って稲取の東海バス駅の跡
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地に蛛ヤオハン稲取店が開業し当町には

本格的な流通革命の波が押しよせてきた。

このために商業店の組織として昭和43年

10月に、東伊豆町サービス店会が結成さ

れ、（初代会長片野和正）シール券の発

行や大売出し事業を始めた。これ以前に

も、片野和正氏等の稲取地域の衣料品店

の仲間が大売出し事業を実施していたの

が商業組織の始まりかと思う。

●商店数と阪売額の推移（商業統計）

商店数 売上高

昭和35年 329 167,684万円

昭和43年 399 352,596 " 

伸長率 (121.3%) (210.3%) 

(2) 建設業

昭和35年の国勢調査による町の就業人

ロの構成は、第 1次産業33.5%、第 2次

産業27.1%、第3次産業39.4％となって

いる。このうち第 2次産業を昭和30年と

対比してみると、 16.6％の低い伸びを示

している。これは、伊豆急等の建設工事

のため、建設業の増加による一時的な現

象であったが以後観光の発展によって建

設業も大きくなってきた。特に昭和30年

代から昭和40年代初めにかけての旅館建

築の多くは、蛛斉藤建設（斉藤信夫）竹

内組（竹内国二）等による町の建設業者

であった。昭和33年には建設協会が結成

され初代会長には竹内国二氏であった。

66 

就業人口調 （同勢調査）

東伊豆町

30年 35年

人員 構成比 人員 構成比

総 数 人 ％ 人 ％ 

5,968 100 7,615 100 

股 業 2,171 1,925 

林 業 219 93 

水 産 業 870 540 

第 1 次 計 3,260 54.6 2,558 33.5 

鉱 業 8 14 

建 設 業 315 l, 835 

製 造 業 298 218 

第 2 次 計 621 10.5 2,067 27.1 

卸売小売業 706 805 

金 融 業 56 52 

不 動 産 業 8 

運輸通信公益事業 395 475 

ガス電気水道 37 

サ ビ ス 869 1,535 

公 務 61 68 

分 類 不 能 10 

第 3 次 計 2,087 34.9 2,980 39.4 

買茂郡

指数 30年 35年

人R 構成比 人員 構成比

％ 人 ％ 人 ％ 

45,796 100 47,477 100 

18,101 39.5 16,434 34.6 

4,537 9.9 2,208 4.7 

4,694 10.2 4,258 9.0 

27,332 59.6 22,900 48.3 

481 1.1 579 1. 2 

2,079 4.5 5,145 10.8 

2,775 6.1 2,672 5.6 

5,335 11. 7 8,396 17.6 

4,598 10.0 5,310 11.2 

550 1. 2 365 0.8 

2,174 4.7 2,515 5.3 

4,959 10.9 6,813 14.5 

848 1. 9 1,168 2.5 

10 

13,129 28. 7 16,171 34.1 
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(3) 製造業

〇 造船、樽製造業

戦前戦後も栄えていた、近海漁業の根

拠地としての稲取港に関連して、造船業

が活気を呈していた。蛉稲取造船所（村

木宇左衛門）を始め4事業所が木造船を

建造していた。又、魚を入れる樽製造業

も盛んで6事業が数えられていた。

〇製材業

一方戦後の住宅建築は急ピッチで進め

られたため、木材需要がきわめて高いこ

とにより製材業も盛んであった。

稲取地域には

圃大森製材（大森彦資）

圃外岡製材（外岡聖松）

圃遠藤製材（遠藤三郎）

城東地域には

圃飯田製材（飯田利作） （大川）

蛉豊岡製材（望月武雄） （奈良本）

木田製材（木田信春） （奈良本）

相良製材 （相良 ） （片瀬）

横山製材（横山武治） （白田）

〇建具製造業も当時は手工業的色彩の

裟いものであったが12事業所が、昭和30

年代の終わりまでは営んでいた。

〇菓子製造業

町民の味の楽しみとして戦時中の一時

期を除いては、従来から、町のなかに菓

子製造業は手づくりで数軒営まれていた
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が観光の発展と共にみやげ品や旅館の

「おくち」（お客様にお茶に添え出す菓

子等。）等の需要が増え、熱川温泉の絹

さやえんどうにちなんだ、名菓「成金

豆」（大川の消月堂稲葉清）が生まれた

ほか新たな事業所も開業された。

昭和43年度工業統計

業種 事業所

食粗品 12 

木材木製品 12 

家具整備品 10 

窯業土石 1 

輸送機械 4 

計 39 

(4) つり船観光みかん園

観光の進展は、第1次産業にも波及し

漁船を利用した「つり船」が営まれた。

稲取にはつり船組合も結成され（初代組

合長山崎修）最盛期には13船もあった。

又「観光みかん園」も昭和30年に奈良

本の長広園（楠山成正）が開園してから

奈良本地域では昭和37年大上園、昭和41

年には樋の口園、丸鉄園、昭和43年には

丸幸園が開園し、稲取地区でも二つ堀、

となり 等もみかん狩りを始め、昭和30

年代の終りから昭和40年代の初めにかけ

ては盛況であった。又農業者等のアバー

ト建築もこの時期に激しく進んだ。

(5) 海運業

観光経済とはかかわりはないが、戦前

戦後にかけて、稲取地域の経済ウェイト
稲取機帆船共済組合名筋

が高いので、ここで記して置く。

海運業といっても、当町の船主が、東

京横浜にて港内海運業を営んだことであ

る。

第2次世界大戦たけなわの昭和15年頃

戦争の拡大に伴い、著しく海上輸送が増

加し、当町からも港内運送として通称は

しけ業に多数が参入した。栢荷物は主と

して鋼材と石炭であった。戦後も船舶の

不足から、はしけ業の需要は一段と裔ま

り、昭和25年頃には105事業主ではしけ

船は120隻にもなった。

昭和30年代に至って、はしけ船も木造

船から鉄鋼のタ ンカー船に移り26隻も運

航していた。その売上高も正確につかむ

ことはできないが、稲取港の水揚高の数

倍であったといわれていることからして、

10磁近いものではなかったかと思われる。

当時の稲取温泉の旅館売上高2億円余で

あることから、稲取の経営者は海運業か

温泉旅館への進出かとまどいを感じたも

のと思われる。

S29年5月19日現在

1 佐々木四郎

2 山崎伝吉 （組合長）

3 鈴木新太郎

4 鈴木佐平

5 鈴木政男

6 中山伊之助

7 上島保平

8 津島正， 山崎初男
10 山崎助太郎

11 村木長次郎

12 村木 千代松

13 塙 甚蔵

14村木弥七

15 鈴木初太郎

16 古里寅次郎

17 上島善作

18 村木 吉夫

19 佐藤忠衛門

20 小沢福次郎

21 村木定太郎

計21名

6.商工会の設立

貧乏人は麦を食え、中小企業の一つや

二つはつぶれてもしかたがないとの放言

と、所得倍増計画で有名な池田内閣の時

代に、地方の商工業の振興策をはかる目
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的で 「商工会等の組織に関する法律」が

成立し全国各市町村に商工会が設立され

た。当町でも時の産業課長山田儀助、稲

取では片野和正、城東では横山貞夫、土

屋伝三郎等の奔走により、昭和35年10月

東伊豆町商工会が誕生した。初代の会長

は竹内国二、横山貞夫であった。昭和36

年4月松井逹之助経営指導員が配置され、

旧稲取役場の 2階が事務室で、時々ねず

みが走る屋根裏のようなところで2人の

職員で発足した。昭和39年に杉本光祥指

導員が増員配置されその前年に富田衛職

員も勤め業務も軌道に乗り出した。前述

の通りこの時期は町の観光の創生期で、

観光業者を始め活力が溢れていた。稲取

の旅館業者がキャラパソに行って帰りに

黒根トンネルを抜出したところで拡声器

のボリュウムをーは゜いに上げて「どんつ

くさん」の歌を懇かせていたのが、商工

会の土蔵の事務所からもよく聞こえたの

が思い出される。こうした町の商工業者

の新たな町経済づくりの意欲ほ、屋根裏

の狭くきたない商工会事務所に相談等に

訪れてくれた。

商工会も、まず金融と政府金融機関の

あっせんや経営の近代化指迎に奔走し、

又業界の協同化のため、稲取旅館組合、

熱川観光旅館組合、熱川製材協同組合、

稲取製材協同組合、東伊豆町サービス店

会等の組織化をお世話し、一方まだこの

時代は商工業者の大多数が営業の税務記

帳がなされていないため青色申告会と協

力して税務記帳指迎の普及に忙殺された。
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商工業者の記帳事業所の推移

年 個人事業所
（青色申告）

法人事業所

昭和36年

昭和43年

伸率

46 

458 

99.5% 

26 

85 

327% 

創成期のまとめ

以上の通り、町の創生期は経済的には

観光経済への基盤づくりであった。電車

の開通、道路の開通と、高度成長経済の

時流を確実につかみ、資本力の弱い旅館

業者が借金コンクリの建築とかげ口を言

われながら開拓者の心を持って、これに

挑戦したのを始め、その他町商工業者の

自助努力の賜であるが、町に於ても昭和

37年、熱川と稲取に臨海プール

昭和3碑こ、伊豆急K.I{に町有地を代与しゴ

ルフ場莉エ39年完成

昭和39年、伊豆急北川駅の新設

昭和40年、片瀬と北川に臨海プール

等のほか温泉街の道路整備、町有地の

旅館業者への貸与、観光協会への補助金

PR活動等積極的な援助、又商工会も旅

館建築資金等のあっせん、経営の近代化

指迎に少なからずその役割を果たしてき

たことも見過ごすことはできないであろ

う。

創生期の発展を下記の事業所統計でみ

ることができる。

業種区分 昭和35年 昭和44年 伸率

建 設 業 51 120 2.35% 

製 造 業 33 41 1.25% 

卸 小 売 業 303 476 1.57% 

金 融 保 険 業 7 7 

゜不 動 産 業 2 86 430% 

運 輸 通 信 業 13 39 300% 

電気ガス水道業 3 3 

゜サ ビ‘ ス 業

（旅館業を含む）
209 547 262% 

＾ ロ 計 621 1319 212% 
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産 数 第5節
--.. ---― 

区分 殷業
林業

漁し 業 鉱業 建設業 製造業 卸小売業
狩猟菜

世術数 1.518 30 305 22 962 235 l, 242 

割合 17.5% 0.4% 3.5% 0.2% 11.1% 2.7% 14.3% 

金融保険業 不動産業 連翰通侶
咀気ガス

サービス業 公務 合計
水道業

96 46 547 84 3,486 109 8,682 

1.1% 0.5% 6.3% 0.9% 40.2% 1.3% 100% 

45年国勢潟査沢料

男女別産業就業人口

（合計 8.682人 ）
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1. 

狩野川台風災害復旧に

力をそそぐ

台風の通過経路

グァム島付近に発生した熱帯性低気圧

は昭和33年 9月21日午前9時に台風22号

となり、同n午後北上しはじめてから急
速に発逹し、 24日午後1時30分に最低気

圧877ミリバールとなった。最盛期の暴

風半径は400,....,500kmに及び、その最大風

速は70m／秒という戦後最大の台風に発

逹した。

そして26Flの昼頃には潮の岬の南東

200km付近を毎時50kmの速さで北東に進

み、やや哀弱して中心気圧940ミリバー

ルとなり、同日夕刻頃から急に速度が落

ち、毎時20km位で北束に進み午後10時頃

伊豆半島南端をかすめ、関束に上陸し急

速に哀弱した。

2.風向風速

県南部の海岸地方では、 25日夜半過ぎ

から、北東ないし束の15m／秒位の風が

ふき始めたが、台風接近とともに次第に

強さを増し、台風が伊豆南部通過する頃

が 1番強く、風向は北よりで最大風速は

中部で18,....,20m／秒位、東部で20~25m

／秒位、又伊豆南部の海岸地方では35m

／秒以上に達したところもあった。しか

し台風が相校湾にぬけるとともに西部か

ら次第に弱まって来た。
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台阻t22号経路回
’3 
令

府訟阻so分暴顧翌報解踪
妓艮注意毅発表
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26810時30分品夙雨笹甜発表

.I 

3.降雨量

県下は台風が潮の岬の南東200km付近

に達した26日昼頃から次第に多くなり、

特に伊豆地方では台風の最も近づいた午

後7時から午後11時頃までが 1番多く、

網代では午後10時～午後11時の一時間に

64.6ミリ、又湯ケ島では午後9時～午後

10時の 1時間に120.0ミリの雨最を観測

した。

しかし台風通過とともに急に弱まり、

東部では夜半過ぎには雨はやんで次第に

天気は回復した。

降り始めからの総雨枇は中部では

100,..,_,120ミリ、伊豆地方では多く平均し

て200,..,_,300ミリ、天城山の北側斜面では

局地的に700ミリを越したところもあっ

た。

このため、伊豆地方の河川ほ、ほんら

んし特に狩野川は大きな被害を出した。

4.河川のはん濫、堤防決壊の状況

天城山系から白田地内に流れ出ている

白田川は26日午後8時から刻々と増水し、

午後8時30分頃片瀬地先において左岸約

300m、右岸約30mが決壊し片瀬、白田

両地区に50戸の浸水家屋を出した。

5.人的物的被害の状況

9月26日午後から伊豆地方の被害が

次々と発生した。

最終的被害状況は次の表の通りである。

下
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芸Ĥ

 

一
瓦
；住 g
it'. 失 1水 1絨

豊浸

―-̂

 

日
芙
[)

辺 水

目§

冠水

地

懺
田

狩

野

川

台

風

櫨

害

状

況

一

覧

渡

I畑 I* 
道路損•

匹＇●りよ う 漬失

畿防決纏

＾ | 山 （崖 ） ず く れ
鉄軌道懺害

ll信篇 11t懺 'jlf
＇ -= -
木材 濾失

| |＇ 1 1 
g竺§

l | 

苔云 豆

工
三下且君 糧災世得 I:
ヨ 匹

さ さ 癸
| 
出動警哀官量

出 動
〇衛露員数

出動
惰防団員散-g
 

五

m
o8
 

罹災肴鑽敷

（昭
和
三
十
四
年
＝＝
＂
卜
五
日
現
在
）

74 75 



6.交通機関被害の状況

①伊東線について

伊東市宇佐美地内のがけ崩れにより線

路が埋没し、 26日午後6時頃から全線不

通となったが28日、熱海、宇佐美間が開

通し、 10月2日全線開通した。

7.電灯、水道、温泉施設被害の状況

(1) 電灯

電柱の倒壊流失等による雷灯の被害は

21市町村に及び伊豆半島における利用者

95,874戸のうち約76％の67,657戸が被害

を受けたのであるが、 10月2日に65,643

戸（約97%）が復旧し、 10月13日完全復

旧した。

災害地における停軍は被災民に大きな

不安感を抱かせるとともに、災害復旧作

業等に重大な影密を与えた。

電灯関係の被害状況は次表の通りであ

る。

こ 電 灯

利用戸数 被害発生戸数

下田町 5,865 5,865 

南伊豆 町 3,223 3,223 

稲取町 1,715 1,715 

河津町 1,965 1,965 

城東村 1,070 1,070 

(2) 水道

水道については利用者67,635戸のう

ち約37％の25,133戸が断水したが、 10月

中旬伊東市及び、韮山村の一部を除き殆

76 

どが復旧した。

水道関係被害状況は下表の通りである。

水 道

三 利用戸数 被害発生戸数

下田町 2,210 2,210 

南伊豆町 2,210 2,210 

稲取町 1,200 

河津町 339 5 

城東村 580 580 

(3) 湿泉施設

伊豆半島はその全域にわたって温泉が

あるが、その被害戸数は848戸を数え、

その内224戸は10月6日までに復旧し、

10月末日にはそのほとんどが復旧した。

湿泉施設被害状況は下表の通りである。

下田町

南伊豆町

稲取町

河津町

城東村

温泉施設

利用戸数

llO 

33 

26 

47 

56 

1 

． 2: J 

被害発生戸数

110 

13 

20 

" -,. •~ •`29 

8.農業関係の被害状況については下表の通りである。

農地及び農業施設被害

農 地 農業施設こ 被害町歩数 被害額 箇所数 被害額

下田町 3.4 10,550 23 

南伊豆町 56.9 5,020 87 

稲取町 13.2 4,600 4 

河津町 33.7 25,940 67 

城束村 11.6 38,270 20 

9.林業関係の被害状況については下表の通りである。

(1)村道被害

こ 箇所数 被害延長 被害額

下田町 4 80 品
南伊豆 町 1 21 150 

稲取町

河津町

城東村 ， 255 1,090 
(2)治山施設被害

三 箇所数 渓流面栢 山腹面栢 被害額

城東村 16 
ha ha 

20,3千9円5 3.8 2.64 

河津下田町 8 0.9 1. 20 7,500 

南伊 豆 町 3 0.5 0.20 3,675 

稲取町

゜ ゜ ゜ ゜

6,170 

26,290 

3,800 

8,310 

11,710 

計

被害額

16,7千2円0 

31,310 

8,400 

34.250 

49,980 
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10.水産関係等施設被害については下表の通りである。

こ 被害金 共同施設 漁貝施設 漁船 水産物

額総数 件数被害額 件数被害額 件数被害額 件数

城東村 闊1

゜
千閉

゜
胃

゜
千り

稲取町 2,060 1 60 2,000 

゜゜下田町 720 2 580 § 140 

河津町

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜南伊豆町 4,295 3 1,040 

゜゜゚ ゜
3,5天0誼0 

11.公衆衛生施設関係の被害のうち上水道の被害は次の通りである。

稲取町としては現在給水人口7,200人被害額221,000円であった。

観光及び商工業関係の被害としては次の通りである。

商業 工 場 旅館 温泉厖設 被害状況

ロ市町村別 被害 被害額 被害 被害額
数

被害 被害額
数

被害 被害額
数

流失全壊半壊浸水
数

城東村
千円 千円 千円 千円

64 11.100 8 100,000 18 10,650 25 4,900 7 30 21 57 

稲取町

゜ ゜ ゜ ゜ ゜゚ ゜゚河浄町

゜ ゜
13 5,150 8 1.120 

゜
I 7 13 

下田町
182 15,000 5 l.900 19 8,800 4 2,800 I 2 4 203 

南伊豆町
96 14,400 8 16,000 12 50,000 11 8,600 I 3 8 116 

12.応急対策

被害

数

115 

2゚1 

210 

127 

被害額．
千円

3,200 

総計

被害額

千円

126,650 

゜
6,270 

28,500 

89,000 

台風22号の接近にともない、 9月26日午後1時、県庁内に「災害応急対策本部」を開

設し、水防本部と連絡を密にしつつ台風の進路、各河川の水位など情報を収集した。

同夜に至り、伊豆地方は呆雨により午後10時頃ついに狩野川ははんらんした。

午前5時、 三島市田方県税事務所内に「伊豆災害応急対策本部」を設置した。現地と

の交通、通信等が全くとだえたため、庶務、調査、動員、救助、救護及び輸送の 6ケ班

を編成し直ちに災害応急対策活動にはいった。

27日れい明動員された本庁職員、現地出先機関職員、笞察、自衛隊と連絡をとりつ
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つ計画的に救助活動にはいった。

10月 1日山口副知事を本部長とする伊豆災害応急対策本部組織を再編成し救助活動

にはいった。

被害市町村へ県職員及び賀茂支庁職員を急拠派遣、常駐し、町村事務の応援と指迎

並びに連絡にあたらせた。

応急対策の第一義を人命救助（遺体捜索）と医療救護において、この面に最大の努

力を傾注したが、人的被害は静岡県史上、末曽有最大のものといわれ死者687名、行方

不明241名（内城東村は死者 1名行方不明 7名）という悲惨を極めた。

救出には警察、地元消防団、地元住民はもとより、自衛隊及び海上保安庁等の協力

連繋の下に陸、海、空より立体的な捜索救助が行われた。

(1) 応急仮設住宅

災害仮設住宅 (1戸 5坪80,000円）の状況

こ
第一次 第二次 計

計画完了 計画完了 計画完了

戸数戸数 戸数戸数 戸数戸数

城 東 村 3 3 2 5 3 

稲 取 町

゜゚ ゜゚ ゜゚河 津 町 3 3 

゜゚
3 3 

下 田 町 1 1 1 

゜
2 1 

南伊豆町 1 1 

゜゚
1 1 

③炊出し、その他により食品給与

区 分
人員 全給与最 左に対する 副食代金 計

金額

炊出 kg 

城東村 食品給与 225 184,2755 15,666 7,084 22,750 

稲取町 ＂ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜河津 町 ＂ 778 283,970 24,138 14,812 38,950 

下田町 ＂ 1,438 1,574,240 133,790 43.140 176,930 

南伊豆町 ＂ 1,317 1,442,000 122,570 74,980 197,500 
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(2) 住宅の応急修理及び生業資金の簑与について

I~ 住宅の応急修理 生業資金の貸与戸数金額 件数金額

城東村 1 
円
8 

円

20,000 96,000 

稲取町

゜ ゜゚ ゜河津町 ， 180,000 2 24,000 
下田町 2 40,000 1 12,000 

南伊豆町 4 80,000 1 12,000 

(3) 学用品給与について

: 町村名

全嬢・流失 半壊・床上授水 合計

教科書 文房具 計 教科書 文房具 計 教科書 文房具 計

人只 人只 人只

数量 金額 金額 金額 数量 金額 金額 金額 数量 金額 金額 金額

城東村 11 128 6,667 3,070 9,737 58 2,490 2,490 69 128 6,667 5,560 12,227 

稲取町

゜゜゜゜゜゚ ゜゜゜゜゚ ゜゜゜゜
河津町 54 33 2.010 1,140 3,150 21 90 5,802 1,410 7.212 26 l23 7,812 2,550 10,362 

下田町 4 50 2,860 730 3,590 96 1,307 69,957 3,960 73,917 100 1,357 72,817 4,690 77,507 

南伊豆町

゜゜゜゜゜
62 380 21,898 2,180 24,078 62 380 21,898 2,180 24.078 
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(4) 義援金の配分について

第 1回 (33年10月 6日）

口
死者 行方不明

件 件

金額 金額

数 数

城 東 村 1 3,000 7 21.000 

稲 取 町

゜
河 律 町

下 田 町 3 9,000 

南伊豆町

頂偏 全壊

件 件

金額 金額

数 数

1 1.500 9 54,000 

゜ ゜
2 3,000 2 12,000 

2 3,000 3 18,000 

2 3,000 4 24,000 

流失 半壊 床上浸水

件 件 件 合計

金額 金額 金額

数 数 数

24 144,000 5 12,500 76 76,000 312,000 

゜ ゜ ゜ ゜
6 36,000 30 75,000 161 161.000 287,000 

2 12.000 8 20,000 322 322,000 384.000 

13 32,500 311 311.000 370,500 

註 1.死者3000円、行方不明3000円、重傷1500円、全壊6000円、半恢2500円、床上

没水1000円として算出

第 2回 (33年10月18日決定）

ご
死者 行方不明 重傷 全壊 流失 半壊 床上浸水

は ； ； ； ； ; 
計

； 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額

城束村 1 2,000 7 14,000 1 1.500 9 76,500 24 204,000 5 17,500 76 114,000 429,500 

稲取町

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
河淋町 2 3.000 2 17,000 6 51.000 30 105,000 161 241.500 417,500 

下田 町 3 6,000 2 3,000 3 25,500 2 17,000 8 28,000 322 483,000 562,500 

南伊豆町 2 3,000 4 34,000 16 56,000 311 466,500 559,500 

註死者2000円、行方不明2000円、重傷1500円、全壊8500円、流失8500円、半懐3

500円、床上没水1500円として算出
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第3回 (33年10月31日決定）

二
死者 行方不明 煎傷 全 壊 流失

件 金額 件 金額
件
金額 ； 金額 ； 金額数 数 数

城 東 村 1 2,000 7 14,000 1 1.000 9 63,000 24 168,000 

稲 取 町

゜
河 津 町 2 2,000 2 14,000 6 42,000 

下 田 町 3 6,000 2 2,000 3 21.000 2 14,000 

南伊豆町 2 2,000 4 28,000 

註 死者2000円、行方不明2000円、

重傷1000円、全壊7000円、流失7000円、

半懐2700円、床上浸水1000円として算出

13.災害復旧

災害復旧については国の査定を受け補

助金を受け復旧した。

(1) 公共土木災害

33年実施 34年実施 計

は事業毀 ； 事業我 は事業費
33年 9月災害 10 

千円
7 

千円
17 19,789 6,035 13,754 

(2) 牒地、農業用施設災害

33年実施 34年実施 35年実施

は事業翌 件 事業費 件 事業費数 数

33年 9月災害 24 千円 21 千円 18 千円6,907 6,504 l l, 974 

（ 農 地 ） 8 1,558 14 3,524 7 4,223 

（ 施 設 ） 16 5,349 7 2,980 11 7,751 
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半壊 床J::浸水

； 金額 ； 
計

金額

5 13,500 76 76,000 337,500 

30 81.000 161 161.000 300,000 

8 21.600 322 322,000 386,600 

16 43.200 311 311,000 384. 200 

36年実施 計

件
事業費 は 事業跨数

8 千円 71 千円
4,544 29,919 

6 2,857 35 12.162 

2 1, 687 36 17,767 

「コ

第6節教育

1.熱川中学校「鉄筋三階建校舎」完成

昭和39年 7月、町村合併前からの城東

地区住民の念願だった中学校が奈良本12

96-3（カラスド）に鉄筋三階建新校舎が

落成した。

校歌の一節に歌われているように天城

の山に陽は映える、海原遠く気は澄みて

と、太平洋に浮ぶ伊豆七島の眺望、天城

連山を掌中にした、まことに恵まれた教

育環境である。

昭和30年、町村合併前に落成した鉄筋

三階建新校舎、稲取中学校と合わせ賀茂

地区の市町村に先がけ、稲取地区、城東

地区に立派な中学校の建設をみたことは、

如何に教育に対する期待と先見性に身の

ひきしまる思いである。

昭和22年、新制中学校が小学校校地を

借りて発足以来十余年、町内稲取、熱川

の二中学校が整備されたことは町民の誇

りでもある。

2.幼稚園の整備と充実

東伊豆町の幼児教育は、戦後の混乱の

うずまく頃、 「三つ児の魂 百までも」

の諺の如く、いち早くその重要性に目を

つけ各地域で取りくんだ。

その発足にあたっては、人々の善意と

奉仕による力が大きかったとうかがわれ

る。

早くは昭和22年頃から取り上げ昭和20

年代にはまがりなりにも幼稚園の形がで

き上がってきた。

小学校の教室を借りたり、寺院で又青

年会館でとさまざまで間借りでスタート

したのである。

(1) 幼稚園の公立化と整備

昭和36年、町内四幼稚圏がようやく町

立となり、正式に東伊豆町立幼稚園とな

り正式の公立幼稚園となる。

(2) 双葉幼稚園

昭和38年 9月 1日、東伊豆町立双薬幼

稚園として独立閑舎をもち正式開園の運

びとなった。

昭和28年4月 1日、片瀬龍淵院に開園
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以来およそ10年、熱川小学校白田分校が

廃校となったあとを整備し幼稚園舎とし

た。合併後の町内4幼稚園の中で最初の

独立した圏舎をもった町立幼稚園として、

片瀬 ・白田の園児52名、学級数2学級、

教諭2名の公立幼稚園として開園された。

園長は当分の間、熱川小・ 中学校の校

長が兼務園長ということでこの任にあ

たった。

(3) 大川幼稚圏

昭和36年 4月 1日、公立となり東伊豆

町立大川幼稚園となる。

昭和28年 5月 1日、大川幼稚園として

発足した当時は、通園範囲、大川区、北

川区とし 2年保育でスタートした。

園児数は、年長児44名、年少児19名、

北川区からの通園児16名を数えた。その

後昭和31年 4月より保育年限が 1ケ年と

なった。ちなみにこの年の園児数25名で

あった。

昭和42年4月より北川地区が自由学区

になったため大川幼稚園への入園児はな

くなった。

(4) 熱川幼稚園

昭和36年 4月 1日、公立となり東伊豆

町立熱川幼稚園となる。

昭和28年 5月 1日、奈良本区営で青年

会館を仮りの園舎に白百合幼稚園として

発足。園児数68名、 1学級であった。

昭和41年 9月7日、新築移転したあと

の旧熱川中学校校舎の一部を改築移転し、
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保育室2室、戦員室l室とまがりなりに

も園舎をもち幼稚園としての体裁がとと

のってきた。

しかしまだ 1年保育が当分続いていた。

｀`＇し． ．
I 
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曼、

昭和42年 4月より北川区が自由学区と

なり、 北川の固児が全員熱川幼稚園に通

園することとなった。

園児の在席も66名となった。

第7節 産業・土木（農・漁業）

1.東伊豆町・河津町6漁協合併新たに

稲取漁業協同組合設置される

昭和191¥-4月稲取町漁業会を設立し、

昭和24年 9月には稲取町漁業協同組合と

なり、翌年から協同出荷を始めた。

昭和27年には憔業法が改正され、町の

保有していた漁業権は漁民のものとなっ

た。

ただテングサ経営は漁協が経営を町に

一任したために昭和31年まで町の経営が

続いた。昭和32年からは町と漁協の協同

経営となり、昭和34年以降は漁協の単独

経営となった。

昭和39年 6月13日に東賀地区憔協合併

協議会が発足し、東伊豆町内の 5漁協と、

河津町内の 2漁協が昭和40年 1月30日に

合併認可され、昭和40年 3月19日に合併

登記が完了。ここに新たに稲取憔業協同

組合が誕生した。ただし北川漁協は昭和

44年 7月31日に合併をした。

(1) 稲取漁協協同組合構成

査本金 68.168千円（決算期）年1回

=12月

本所 賀茂郡東伊豆町稲取355

電話番号 (0557)95-2021 

昭和40年 3月19日 合併

河津支所ー白田支所ー大川北

川支所

営業種目 イ、信用事業29.5% 口、

購買事業22.5% ハ、販売事

業16.1% 二、製氷冷凍餌料

11.0% ホ、漁業自営業17.

5% へ、指導事業3.0% 卜、

其の他0.4%

役員・職員 イ、（組合長理事） l （専

務理事） 1 （常務理事） 1 

（常勤理事） 3 （他） 9 （監

事） 4 （参事） l （課長） 3 

（他）28 合計48名

(2) 稲取漁港の沿革

①所在地 静岡県賀茂郡東伊豆町大字

稲取

②漁港指定種別第3種憔港指定年月日

昭和27年 2月12日

③本港は伊豆半島海岸のほぼ中央に位

し古くから漁業の根拠地として栄え

て来た。

港といっても小さな入江であって風

浪が侵入して憔船の碇繋に安全でな

かったため数次に亘り町費を以って

防波堤の築造に努めたが規模が小さ

いため漸次破壊されその完備を期す

ことが出来なかった。

昭和7年より国庫補助を受け第一工事

に着手南防波堤 (140m)北防波堤

(130m)物揚場 (90m)を、昭和

13年 3月に竣工し漁港としての活動

を始め、漁船の入港数が急激に増加

し昭和21年度より第2期工事が始ま

り防波堤の延長及び嵩上げ物上場

(85m)の延長を計り、昭和26年に

完成した。其の後も本港の利用漁船

の増加と相侯って、水揚高も漸次上

昇し又県外船の利用度も増して、水

揚施設等の不足を生じ、昭和36年度

より修築事業により、物揚場 (96
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m)護岸エ (66m)及び防波堤延長

(30m)を施行。尚引続き第3次整

備計画により施設の整備を計り、第

7次整備計画により現在の港中工事

はすべ完了し現在にいたっている。

④漁業は1本釣り（きんめ・むつ ・い

か ・さば）等が主で、全水掲麻の

90％を占めている。

漁穫も潮流により変動はあるが、

憔船の大型化、漁船漁業の近代化、

漁港整備により外来船も多くなって

いたが、現在は（さば）憔もなくな

り、外来船の入港もなく、地元船が

セカとなって現在にいたっている。

⑤畜投所構造改善事業により昭和40

年12月完成

（エ野）県補助町補助 5,647,000 

総工費 8,596,000 

(3)次に合併次及び5年毎の組合員数、憔

船数を記載してみる。

①組合員数

し組合且数 内訳正組合員 準組合員

39 1,72人0 54合 1,17人5 

40 1,715 548 1,167 

45 1,803 419 1,384 

50 1,788 323 1,465 

55 1,767 257 1.510 

60 1,819 256 1,563 

62 1,819 246 1,573 
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②漁船勢力

； 隻数計 内 訳

動力船 無動力船

49 197 191 6 

50 199 192 7 

55 178 171 7 

60 205 199 6 

62 211 206 5 

昭和36年度より始ま った第 2次漁港整

備計画により稲取漁港整備計画は実施さ

れた。（別途稲取漁港修築事業参照）

又地域沿革憔業構造改善事業は昭和60

年度より実施された。（別紙地域沿岸漁

業構迩改善事業参照） 1[業は継続中であ
る。

(4) 次にてんぐさの年度別水楊高及び蚊

近の6年間の憔穫高は別表のとおりであ

る。

てんぐさ年度別水批匂

数 は （返） 金 額 （円）

昭和 34 313,440 14,692,485 

35 

36 296,061 13,534,344 

37 201,263 8,267,154 

38 395,825 17,504,500 

39 17,856,150 

40 495,540 16,087,758 

41 92,704 65,596,389 

42 99,750 45,646,797 

43 576,271.5 22,088,982 

44 132,152 53,278,475 

45 441,518 16,526,952 

46 454,284 17,556,205 

47 263,321.1 16,270,911 

48 407,013.7 30,493,285 

49 277,248 28,717,414 

50 331,195.4. 33,595,263 

51 271,435.1 40,655,250 

52 294,670 37,135,936 

53 326,899.4 37,902,693 

54 317,645.4 54,390,821 

55 221,241.9 33,755,576 

56 254,638.9 37,652,193 

57 221,175.2 40,833,576 

58 197,807.5 45,847,659 

59 225,172.6 45,488,935 

60 52,244.3 51,403,331 

61 44,721.4 49,096,349 

62 51,186.1 62,455,268 
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漁種と水掲高 ・金額

三品名 摘用

昭和57年 | 昭和58年 I 昭和59年

高
1,ヽ か

16,472.8 31,518.75 19,399.2 
14 799 677 26 318 366 17 307 789 

さ ば
17,430.0 15,720.2 16,284.5 
3 165 721 2 693 968 2 234 719 

ロ 昭和60年 昭和61年 昭和62年

屈
し、 か 鮮焦類 (it) 鮮魚類（計） 鮮魚類（計）

さ ば
794,450.4 718,797.06 556,750.5 

576 391 717 561 492 883 396 609 482 

ぁ じ
10,022.2 15,386.655 8,905.83 
ID 626 034 16 320 403 14 018 545 

き ん め
262,761.25 296,575.3 544,869.0 
201 256 403 211 606 178 245 197 144 

えび • さヽ・ぇ 16,086.75 17,977.52 13,3844.25 
107 191 212 121 296 665 92 138 015 
35,527.8 44,032.5 34,536.65 
63 579 066 60 842 121 60 298 901 

む つ 83,479.6 55,314.1 45,639.35 
102 075 906 72 584 220 71 503 964 

あ じ

き ん め
535,274.1 406,569.9 287,397.7 

392 315 833 318 112 494 233 069 899 

えび・さ、・ぇ
11.144.4 8,684.11 6,126.0 

86 242 448 54 466 756 

36,750.75 28,456.37 18,297.1 

59 431 924 50 824 104 39 157 140 

む つ
92,492.1 79,065.8 32,498.3 

115 292 335 131 651 119 53 094 456 

め だ し、 L 125. 25 769.45 721.3 
1,478叫—― _ l_._276 944 1 317 327 

め だ し、

沖 ゴ イ 沖 ゴ イ

な わ な わ

尾赤 ・むろ
4,031.8 1.031.6 1. 607. 5 
2 070 223 329 155 661 901 

尼赤・むろ

まぐろ類
20,223.4 33,034.7 18,772.4 
17 993 898 25 882 321 15 534 205 

まぐろ類

さ め 類
54,712.0 76,301.8 77,373.5 
9 019 660 12 237 531 12 683 010 

さ め 類

払 魚
8,977.8 6,955.2 
5 051 780 4 481 431 

払 魚

た し、 1. 797. 0 1,238.7 182.3 
2 465 863 2 861 348 388 244 

た し、

伊 先
5,770.0 4,882.25 4,376.55 
6 812 569 5 964 092 71 503 964 

伊 先

の り の り

ぶ り 類
9140.6 2,301.05 5,928.9 
10 283 340 7 596 456 6 223 676 

ぶ り 類

き め じ 415.8 376.2 11. 7 
271 441 322 047 11 145 

そ の 他
43,677.0 52,725.05 73,784,555 
24 622 259 31 803 334 _15,909,306 

小 i 19. 

き め じ

そ の 他
66,568.27 
40 873 548 

小 計

北川支所
（かつお） L 769. 6 

614 571 

総 ＾ ロ i 1. 599,046.45 674,564.32 874,286,385 
586 145 450 608 471 447 639 369 241 

北川支所

総 ＾ n i |• 908,913.82 755,937.54 581. 173.6 

762 939 631 687 535 932 490 233 378 

さ ん ま
4,071.4 5,222.9 5,001.8 
2 032 516 1 461 423 1 036 529 

宗 田 類
3,324.0 8,201.1 737.5 
1 277 722 2 593 444 1 143 347 

さ ん ま

,-， ,/ 
田 類

89 

88 



2.稲取漁港修築事業

稲取樵港は伊豆半島のほぼ中央に位1性

しており、古くから樵業の根拠地として

栄えて来た。地形のヒからも良務を控え

ていたので、これを利用して次第に港と

しての形態が整って来たものである。何

れにしても迷11が北束方に開いており、

この港の悩みはなんといっても港内に風

浪が佼人して船の定繋が安全でなかった

ことである。

樵港が現在の形態を備える以前にも、

古くから数次に亘って町役を支出して港

「！の防波堤の築造に努めたが、その規校

も小さかったため、漸次破城されるとい

う状態が繰り返され完成することが出来

なかった。この辺一9：けにかけて吹く北束

風は猛烈を極め、港内に在っても船舶は

安定出米ず、樵船は港内周辺の陸地にひ

き掲げて収容する状態であった。

昭和7年に国庫から助成を受け樵港修

築じltを始め昭和13年迄継続し、南防波

堤140m、北防波堤130m、物賜楊90mを

完成した。

北東)j向に淵llしていた天然の人江は

一応人為的に防波提によって遮蔽される

こととなった。これが第 1期工事である。

戦時中はこれ等の工＇ドも中断されたが、

戦後第2期T事として昭和21年から昭和

29年に掛けて再び港の修築「:,J;:が始めら
れた。

この第2期T事に於ては既没港「1の防
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波堤の延長及びその甜上げ工事、物楊堤

85mの延長工’JIが行われたのである。そ

の事菜投等については昭和22年以前は詳

ではないが、昭和23年は、 5,000,000円、

昭和24年8,000,000円、昭和25年10,000,

000円である。

第 1 次勲港整備計両は昭和26年から 1•I{{

和30年度に至る 5ケ年間の漁港整備事業

を計両したが、稲取港については未だ樵

港整備の長期計画がなく、国の計画には

採用されなかった。

然しながら局部的な改築の必要があっ

たので消年度＇ド業として 、昭和27年度に

3,5000,000、昭和28年度に7,800,000円、

昭和29年度に7.100. 000円と改築［＇ドが

行われた。

稲取樵港は昭和27年に憔港法の規定に

基づいて農林大臣から憔港の指定を受け

た。

稲取樵港整備計画は、国の第2次漁港

整備計両に採川されることとなった。総

·J~業牲42 , 900 , 000円をもって昭和36年度

14,000,000円、昭和37年度16,000,000円

で物賜局を設四した。

以下年度毎の・Ji:業伐は次の通りである。

こ 内容

36年度
物掲場t

46.0m 

37 11 
物揚場T-

44.0m 

38 11 
防波堤工

52.5m 

39 11 
防波堤エ37.8m

函塊製作 2基

40 11 
防波堤」：：部エ30.0m

函塊製作 2基

41 11 
防波堤堤体工30.0m

上部エ5.0m

42 " 
防波堤エ27.0m

函塊製作 3碁

43,, 
防波堤エ33.0m

函塊製作 l基

44 II 防波堤工

150.0m 

束防波堤上部エ7.4m

45 11 離岸堤基礎工47.7m

堤体工20,0m

46 II 
雌岸堤堤体工40.0m

上部エ20,0m函塊4Ji!; 

47 " 沖防波堤甚礎工47.6m

l:.器工70.0m堤体工30.0m

近路130.0m

船揚場エJOOm

48 11 道路工151.7m 

-4.0m半墜エ115.0m

49 II 

50 " 

51 II 
北防波堤20m

道路工330m

計

'J~業毀
負担区分

摘要
国代負担 県閃負担 町負担

14,000,000 7,000,000 3,500,000 3,500,000 

16,000.000 8,000,000 4,000,000 4,000,000 

第 3次樵港整

35,000,000 17,500,000 8,750,000 8,750,000 備計画

48,500,000 24,250,000 12,125,000 12,125,000 

50,000,000 25,000,000 12,500,000 12,500,000 

55,000.000 27,500,000 16,500,000 11,000,000 

55,000,000 27,500,000 16,500,000 11. 000, 000 

55,000,000 27,500,000 10,500,000 11. 000, 000 

第 4次漁港整

63,300,000 31.650,000 18,990,000 12,660,000 備計画

66,500,000 33,250,000 19,950,000 13.300,000 

67,000,000 33,500,000 20,100,000 13,400,000 

119,700,000 59,850,000 35,910,000 23,940,000 

第 5次漁港整

80,000,000 40,000,000 24,000,000 16,000,000 備計画

80,000,000 40,000,000 24,000,000 16,000,000 

60,000,000 30,000,000 18,000,000 12,000,000 

70,000,000 35,000,000 21. 000. 000 14,000,000 

935,000,000 467,500,000 272,325,000 195,175,000 
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3.魚礁事業

「とる樵業」から「つくる漁業」へ転

換もひとつの対策である。

沿J；漁場整備開発’ji業により並型魚礁

や大型t(l礁を設府し、天然礁との打機的

な関連をもたせた魚褐造成を計るため火

施した。

昭和36年度～昭和62年度迄沖合500

m~l,500mの水深20m~40mの砂地へ

設四した。

’ji業11は107,721,000円である。年疫

節の市業役は次のとおりである。

〉
36年度

37 " 

38 // 

39 11 

48 " 

49 II 

51,, 

52 11 

53 " 

54 " 

55 " 

56 " 

57,, 

59 1/ 

60 II 

61 " 

Iてi |” 

個数 1り菜費

個

210 1. 500,000 

396 1,620,000 

350 1.500,000 

260 1,500,000 

158 3,000,000 

289 8,400,000 

111 4,280,000 

249 7,270,000 

20基

126 36,807,000 

120 5,340,000 

124 5,610,000 

134 6,192,000 

129 6,072,000 

137 6,324,000 

125 6,126,000 

126 6,180,000 

20甚

3,044 107,721.000 

負担 区 分
摘要

県伐補助金 町補助金 地元補助金

1,250,000 250,000 

1. 350,000 270,000 

1.250,000 250,000 

1,250,000 250,000 

2,500,000 500,000 

7,000,000 1.400, 000 

3,567,000 713,000 

クイヤ魚礁

4,175,000 2,260,000 835,000 120ケ

大型魚礁

35,867,000 940,000 20基

4,450,000 890,000 

4,675,000 935,000 

5,160,000 1,032,000 

5,060,000 1. 012, 000 

5,270,000 1,054,000 

5,105,000 l, 02 1, 000 

゜5,150,000 1,030,000 

゜93,079,000 4,311,000 10,331,000 
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4 ・東伊豆町・河津町農協合併 新たに

伊豆東農業協同組合生まれる。

(1) 牒協のあゆみ

昭和38年4月30日、東伊豆町河沖管内

5農協（熱川、南城東、稲取、下河津、

上河津）を再編成し、両町地域を 1円と

する東賀地区農協再編成促進協議会が発

足した。そして 3ケ年にわたる検討の結

果、昭和41年 1月4日新農協の設立登記

を完了し、昭和41年新春めでたく伊豆束

農業協同組合が誕生した。

合併後は組織の幣備、営農指禅体制の

強化、経常の近代化（施設の幣備、事務

の電算化）、職員教育に直点をおいた。

組織は地域組織（支所迎‘，冴委員会、営農

会、婦人部、胄年部）、業種別組織（柑

橘、花升、そ菜、畜産等）の編成を行い

組合員との結合の強化と指迎事業の効率

化、共阪の推進を図った。

42年度の本所（鉄筋3階一部5階建）

及び南城東支所をはじめ、 51年度までに

各支所、出張所は何れも地区の拠点に相

応した鉄筋または鉄骨、冷1度房の建物に
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生まれかわった。

近代化施設として、昭和41年度に熱川

冷風貯蔵附、農機具センター、 42年度柑

橘第2共選褐が竣工した。

45年度化）午共同育苗施設完成、 48年度

稲取倉庫完成、 50年度花府苗冷蔵施設完

成、熱川ガソリンスタ‘ノドが完成した。

(2) 次に股協の概況を記載してみる。

①旧熱川牒業協同組合

地区の概況

束伊豆町の東部に位し、熱川、北川、

大川の東海岸3部落で形成される。股業、

樵業、観光と産業は多彩である。

沿革

昭和23年、城東村束股業協同組合とし

て奈良本に本所を骰き、北川、大川に支

所を配附し組合員377名で発足した。

昭和34年城東村束農協から熱川股協に

名称を変更、昭和41年 1月 1日伊豆東農

協熱川支所となった。

②旧南城束製業協同組合

地区の概況

束伊豆町の中央で、白田、）ヤ瀬の両部

落からなっている。

産業は股業、観光を上体とし）此業はみか

ん中心の地帯である。

都市化と共に兼業、又は牒業外への転

向が 1寸立っている。

竹｝り';.

昭和23年南城束農業協同組合が設立さ

れ、組合員386名で発足した。

昭和41年 1月1日、伊豆東股協南城東

支所となった。

③旧稲取農業協同組合

地区の概況

伊豆半島の東海岸に面した牒憔村で、

町営天華採取により町財政は豊かな地帯

であった。

かって天下の三大模範村とした田村翁

が、柑楢の栽植を進め、股家経済も恵ま

れていた。組合員約500戸（内専業200

①農家数・農家人口及び股業従事者数

年度 総数 専業股家

昭和40年 998 334 

45 944 275 

50 752 176 

55 766 161 

60 726 155 

資料：農業センサス

農業従事者数

計

664 

669 

576 

605 

571 

戸）

湿州125ha、夏柑90ha、雑柑3haである。

沿革

昭和23年稲取町股業協同組合が設立さ

れた。

昭和41年 1月1日伊豆東股協稲取支所

となった。

(3) 次に合併時及び5年毎の農家数、

農家人17等を記載してみる。

単位：戸 ・人

兼業股家 16歳以上

農業が 1三 股業が従 股家人17

225 439 3,641 

178 491 3,620 

154 422 2,875 

143 462 2,807 

113 458 2,642 

単位：人

自家此業とその他の仕1iに従事した人

年 次 I闘家昆業だけ 自家農業 その他の仕 合計

に従庫した人 仕哨が主の人 が主な人 仕靡が上な人 '柘が主な人 仕哨が主な人

昭和50年 1,223 855 145 138 540 519 1,908 

55 1,204 735 153 146 571 537 1,928 

60 1,092 733 82 72 535 520 1,709 

衰料：股業セ ソサス
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②経営耕地而栢
(4)股岳産物年次別取扱高 （束伊豆町秤内）（伊豆束股協）（単位千円）

年〗::ロ 経 ,呂̀‘’ 耕 地 1戸当り

総数 田 畑 樹図地 平均耕地面栢

単位： a 

こ 夏みかん 雑柑類 温州 キウイ 絹さや 苺

昭和40年 58,843 9,270 9,690 39,883 59.0 昭和41 88,419 180,620 44,530 
45 62,754 7,647 7,766 47,341 66.5 42 77,984 221,156 62,190 
50 51,914 3,689 3,006 45,219 69.0 

55 50,888 2,808 3,147 44,933 66.4 
43 124,939 191,324 57,630 

60 46,375 2,572 4,530 39,723 63.9 44 70,083 296,887 56,878 

汽料：股業セ ンサス 45 152,916 279,080 62,970 

46 145,299 241,216 44,124 

③経営規校別農家数
47 127,885 24,761 238,673 35,923 

48 94,388 33,756 183,554 37,708 

＼ 年次 股家総数
5 a未満 5a~ 10~ 30a~ 50a~ 70 

（例外規定） 9 a 29 a、 49a 69 a a以上

消位： 戸 49 83,365 35,784 207,664 33,508 

50 73,548 59,177 180,680 41,970 

昭和40年 998 548 259 189 2 

゜ ゜
51 58,624 74,200 209,202 42,625 56,520 

45 944 463 245 231 5 

゜ ゜
52 33,932 91,197 164,014 71,500 68,262 

50 752 381 171 189 ， 2 
゜

53 107,087 38,800 213,431 55,521 76,244 

55 766 397 179 181 7 1 

゜
54 114,476 46,854 163,288 37,503 59,729 

60 726 390 165 162 ， 
゜ ゜贅料：股業センサス

55 80,115 49,839 95,505 38,485 63,165 

56 85,470 53,759 155,877 3,916 47,604 67,824 

57 100,129 68,223 145,904 12,849 25,305 65,463 

58 113,371 52,540 134,068 3,505 27,710 54,900 

59 35,531 53,087 136,709 48,372 33,900 62,660 

有キ 7,560 ニューサマー

60 41,144 
184,323 79,514 192,513 20,447 72,845 86,847 

有キ 7,946 ニューサマー 166,864 38,073 52,242 75,079 
61 32,571 

194,563 108,501 
4i機農法 ニ ューサマー 153,000 27,368 51,881 77,748 

62 6,486 37,176 
141,013 108,400 
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こご 花J午
トマト ・メ

ロソその他
肥育牛 肉豚

昭和41 193 4,200 

42 2,344 1,404 7,529 

43 9,216 115,544 19,942 

44 1,881 15,124 110,773 32,579 

45 147 13,349 78,007 35,018 

46 3333 22,283 39,238 62,531 

47 1,209 424 26,428 72,108 

48 1,228 555 43,734 62,946 

49 2,121 651 23,009 53,096 

50 2,046 5,208 26,511 57,806 

51 3,574 2,920 43,884 68,765 

52 7,057 2,052 58,083 68,266 

53 2,834 6,022 57,651 61,910 

54 3,017 5,115 110,527 56,510 

55 4,163 3,427 97,030 79,112 

56 3,616 9,659 131,003 91.851 

57 4,727 49,691 120,607 97,061 

58 3,400 60,589 135,467 92,894 

59 2,010 66,622 97,062 112,770 

60 1,575 21,803 98,203 132,431 

61 787 23,033 111. 583 139,767 

62 1,329 31, 542 119,130 129,550 
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椎茸 なめこ

18,187 

18,820 

17,600 

13,977 

33,509 

32,910 

19,873 

29,728 

30,681 

28,444 

16,993 

26,656 

30,382 

51,537 

45,282 

37,941 106,170 

25,769 100,794 

25,248 124,770 

昭和58年度より新）災業構造改善事業及

び地区林業構造改善＇jり業（別紙参照）を

実施し現在に至っている。

5.旧城東村農村開発計画

工業資源に恵まれず加えて過剰人「l間

題に悩む我が国に於て土地をr'.::i度に利用

し、 土地からの生産を増加することが人

類の幸福を増進する上に最も肝要なこと

の一つである。

経済的に恵まれない股村の経済を向l.:

安定させることは、上地からの生産をJ.許

加されるためにはもとよりのこと、我が

国経済の自立に寄与する一大要素と云え

る。

戦後に行われた股地改革、新民法下の

均分担続等、時宜を得た政策として喜ば

しいことであるが、農業経営上から見れ

ば限りある殷用地を細分化し、経営規模

を著しく均等的に零細化したのである。

今後の股業経営は特産地形態の激しい

説争が中心になると思われる。

又柑橘についても、品種統一、共同管

理、 共同出荷等改善し進む必要があると

思われる。

以上の問題を解決するため、

股村附発計画を樹立 し実施することに

なった。

1.計画の概要

①附拓

可耕未墾地130町歩を第 1次的に開墾

し、樹園地90町歩を造成し適正規模農家

を育成する。

又地区内幹線道路を大川部落より山越

し、奈良本部落樋の口股道と連絡せしめ

聞墾に便ならしめると共に、近傍耕地の

生産も削強せしめる。

②土地改良

用排水の改良整備によって水田の生涯

力を大幅に削強すると共に、股道の設四

に村の全力を投入し、これによって得ら

れる常農上社会生活上の利益を図る。

③上地保全

未懇地開発に伴う土猿佼蝕防止につい

ては地区開発計両樹立の際に有る程度盛

り込むが階段エ設腔等は機械）J利用によ

る集団開墾によってその効果を倍加した

し、

゜
④殷業経営の改善

A、 殷業規模と形態の確立•• • 閲拓によ

る増反と家畜森人による。

B、技術指邸の強化…地元柑橘試験楊

と連絡を取る外農協、役楊等に技術員を

爵く 。

C 、柑橘の品種統一•••在来のものの改

柏の外、新植のものは特に統一すべく 村、

農協等が努力する。

D、柑橘の共同竹理、共同出荷...柑橘

股協の確立と指羽組織の強化

以上により

かんがい排水、 排水路、 農追等必要蚊

小限の計両の実現により耕作の合理化と

収批の増大を図るため次の計両を樹てた。
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(I)安定股家造成計画

1.農用地整備計画

(1)開拓地 （下拓地）上地配分計画

(I)入植、増反用地

培反用地
地区名

耕 地 附帯 地 i t 

城 束 47.3町歩 10.7町歩 58.0町歩

城束第二 30.0町歩 15.0町歩 45.0町歩

計 77.3町歩 25.7町歩 103.0町歩

(Il)増反計両 （城東地区）

入植用地
摘 要

関係都蕗名 耕 地 附帯地 計

大 )II 地区開拓計画に
38.0町歩 37.5町歩 75.5町歩

奈良本 よる

奈良本

片 瀬 20,0町歩 24.0町歩 44.0町歩 推 定

白 田

58.0町歩 61.5町歩 119.5町歩

現ニ増反面租 l反未満 1 ~2反 2~3反 3~5反 5~10反 堺反股家 増反面戟 摘 要
5反 未猫 110戸 250戸 22戸 382戸 720町

5反～ 1町 30戸 170戸 35戸 235戸 380町

l町～1.5町

1. 5町～2.0町

2町 以上

計 30戸 280戸 285戸 22戸 617戸 1100町

（川）入植計画

一戸当り配分而 積 入柏 地元地元 入梢住宅及分教場施設 電 気 施 設 開懇作

地 区 名
耕 地 附帯地 計 戸 数 外の別 補 助 受益者負担 補 助 受益名仇担 業費

城東地区 1.5町 1.5町 3.0町 25戸 地 元 900千円 1.100千円 800千円 400千円 7,000千円

城東第二地区

JOO 

類 型
専菜

乳 牛 役 牛 馬 豚 緬山羊 鶏は家個数

l町～ 1.5町
F’ 頭 頭 販 頭 頭 羽
49 12 37 40 490 

1. 5町 以ヒ 10 10 100 

i 1- 280 164 134 10 234 6,500 

現 在 頭数 48 187 18 234 44 4,915 

差 引 増減 116 ー△53 ー△8 ー△44 1,585 

(Il)家畜迎入計画

こ 頭羽数
所要資金 事業担

摘要
借入金 自己賓金 i |• 当機閑

乳 牛
頭 T-円 千円 千円

殷 協116 3.480 3.480 6,960 

鶏
羽

269 269 個人1,585 

i 1- 3,480 3,749 7,229 

cm)飼料計画 （増加家缶分）

： 銅料名

乳 牛 豚 鶏 i 1— 

自 給 総 拍 自給総駄 自 給 総 祉 自 給 総 血J=t. 備考

総批 栽培面積 総批 栽培面積 総批 栽培面積 総祉 栽培面積

稲硲
メ 町 メ メ 町

27,395 10 27 953 10 
青 位 320,160 11 320,160 11 

乾 維 30,070 40 30,070 40 

米拙 6,298 6,298 

麦 類 1,948 20 1,948 20 

藷類 35,011 ， 35,011 

雑穀 13,670 
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(IV)家畜一頭当り購人自給飼料供給基準

｀ 家畜名

漿厚飼料 粗 飼 料
備 考

購 入自給合計 購入自 給 計

乳 牛
メ メ メ メ

70 71 1,292 1,292 

鶏 2.8 8.6 3.5 

計 72.8 79.6 
メ

1,292 1,295.5 

(v)畜淮物（堺｝JIl家畜分）

種 別 年間数絨
経営内 部仕 向 家計 販売向 備 考
産仔飼育 加工原料用 消牝向

牛 乳
)eg 

324,800 

仔 畜
頭

100 

鶏 卵
kg 

12,000 

(¥/1)家畜飼育計画の概要

①大家畜

頭

50 

返 K 
1頭年間2,800kg700 324,100 

顕

50 
切： kg 

1羽年問7.5kg4,000 8,000 

耕地5反未猫の専業股は 1戸 2頭、 5反～ 1町＝ l頭、 1町～ 1町 5反＝乳牛又は

役牛 1頭とし、大経営面栢所有の農家は馬で労力を補い、全牒家大家畜 l頭以上をn
標とした。

Il中小家畜

柑橘類、 鋭菜類森入による労力配分を勘案の上、豚は概ね現状維持とし、篤を自家

の蛋白補給源とし若干飼育するよう計画した。

資金計画

1.支出

補 助 金 受益者負担

種 別 総事業股 町村の
国の補助 県の補助

打n助 計 自己資金 借人 計

閲墾
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

開 37,000 16,649 16,649 5,351 15,000 20,351 

拓
道路 26,000 23,000 23,000 1,000 2,000 3,000 
i r 
両
計 63,000 39,649 39,649 6,351 17,000 23,351 
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2牒業計画

(1)耕種改善計画

（！）改善市項

改善事項 事業址 事業股
仝左負担区分 他との 事業担

増産枇概算
補助金受益者負担 関連事業 当機関

柑橘新 植
町 千円

170 27 200 

＂ 改 植 40 2,400 

II病虫害防除 130 7,150 

II施肥改善 130 18,000 

＂ 間 伐 30 960 

薩菜類迎入 20 2,000 

合 i r 520 57,710 
(II)改善計画の概要

①柑橘

千円
開拓事業 柑底協協坤

千貫

27 200 1,170 

2,400 
＂ 

7,150 
＂ 130 

18,000 
＂ 26 

960 ＂ 
2,000 牒協 100 

57,710 

本村の主要作物柑橘類は適地が広く分布しているので現在130町を300町に造園し併

せて雑柑類の改植、問伐及び施肥基準の設定、病虫害防除の徹底した指迫を行なう。

尚造園上の注意事項は次の通り

1.深耕、植穴の励行（大穴を掘り有機物を埋込む）

2.防風坦の設骰

3.品種の統一［温州 （宮川、杉山、伴野）夏柑（普通夏柑、伊予、八朔）］

4.貯水槽の設貯

5.密植防止

②疏菜

零細農家にして増地不可能な農家は温泉消役を目途に疏菜を迫入し換金作とする。

(2)家畜飼育計画

(I)飼育計画数

類 型

5 反未満

5反 ～ 1町

専業
乳 牛股家戸数

）ゴ 屈

27 54 

194 97 

役牛 馬 豚 緬山羊 鶏
羽

3,970 

97 194 1,940 
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補 助 金 受益者負担 経役の概算

種 別 総事業投 町村の
国の補助 県の補助 補助

計 自己預金 借入 計

土
湘 排

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

地 5,750 L 725 1,725 4,025 4,025 

閤股 道 16,600 4,200 4,200 2,400 10,000 12,400 

計
計 22,350 4,200 1,725 5、925 2.400 14,025 16,425 

画

昭和 33年度 昭和 34 年度

受益名 受益者

経
補 助 補 助

R 担 A 担
費

事 区 日 （廿 町 自 惜 町

牧野改良 2,100 700 700 1.400 700 700 

農 柑橘新改植 29,600 4,600 25,000 29,600 

業 分 計 計

種 己 己

別
貼 国 県 国

汽 賓

柴 耕種改善 28,110 3,110 25,000 28,110 金 人 村 金 入 村

計 家帝遠人 7,229 3,749 3,480 7,229 

画 計 64,939 11.459 53,480 64,939 

開 拓
618, 506, I, 125,000 750, 2,000, _ 2,250, 

5,000,000 750 250 000 000 000 

IJll 

A ロ 計 152,389 44,549 2,425 46,974 20,910 84,505 105,415 道 路
_ 4,000, 

4,000,000 
000 

拓

2.便

増加粗収益 増加所得
増加 所 得 中

償還振向可能額 家系振向可能額

既 存 農 家 121,582,470 77,569,616 11,505,000 66,064,616 

開拓股 家 9,343,450 5,961,121 325,000 5,636,121 

益 計
618, 506, 1,125,000 750, 2,000, _ 6,250, 

9,000,000 750 250 000 000 000 

土
灌 排

_ 900, 425. 
1,325.000 

1,425, 550, 
19,975,000 000 000 000 000 

地

改
I. 000, 1.900. I. 000, 700, 2,600. _ 1.200, 農 道 3,900,000 4,500,Q()() 

良 000 000 000 000 000 000 

農 計 130,925,920 83,530,737 11.830, 000 71,700,737 
家
既 存 股 家 187,050 119,373 17,700 101,637 

計

計
1,000, 2,800, 425, 1,000. 5,225,000 700, 4,025, 550, 1.200, 

6,475,000 画 000 000 000 000 000 000 000 000 

戸
開 拓 股 家 373,738 238,445 13,000 225,445 

当 牧野改良計画
150, 150. 150, 

450,000 
250, 250, 250, 

750.000 000 000 000 000 000 000 

3.効..． 

総 額 農 家 一戸当

果 柑橘新改柏
300, 

300,000 320, 1,000, 1,320,000 
農

000 000 000 

借入金年償遠必要額(a)
円 円

11 310 994 16 757 莱 耕 種改善
310, 7,000, 

7,310,ono 1,470, 6,500, 7,970,000 000 000 000 000 

仝 供還 可 能 額 (b) 11,830,000 17,526 

仝 比 y. 1.05 1.05 l t 家吝淳入 200, 100, 300,000 
1,000, 1.069, 

2,069,000 000 000 000 000 

股家 一戸 額
画

810, 7.100, 2. 790, 8,569, 計 000 000 - 7,910,000 
000 ooo 11.359, 000 

現 状 の 股 家 平 均 家 i I- 般 286,000円

計 画 後 の安定 農 家平均家計 択 385,000 

差 弓I 増 加 額 (a) 99,000 

増加所得中家計毀振向可能額既存農家一戸当(b) 101,637 
ムn 計

2,578, 9,900, 575, I, 656, 
14,710,000 

4,490, 14,594, 800, 7,700, 
27,584,000 750 000 000 250 000 000 000 000 

仝 比 y. 1. 03 
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昭和 35 年度 計

受益者 受益者

経
補 助 補 助

久 担 負 担
費

事 区 自 借 町 自 惜 町

業 分 計 計

種 己 己

別
県 国 県 国

賣 資

金 入 村 金 入 村

開 拓 1,625. 8,000, 7,870500 , 17,500,000 2,993, 10,000, 
10,631 23,625,000 

000 000 750 000 ,000 

開

道 路 8,000000 , 8,000,000 
12,000 

12,000,000 
,000 

拓

1,625. 8,000, 15,875 2,993, 10,000, 22,631 
計

000 000 ,000 
25,500,000 

750 000 .250 
35,625,000 

土
灌 排

I, 700, 750, 
2,450,000 

4,025, - l,725, 5,750,000 
000 000 000 000 

地

改 700, 5,500, 2,000, 2.400. 10,000, _ 4,200, 
農 道 8,200,000 16,600,000 

良
000 000 000 000 000 000 

計

計
700, 7,200, - 750000 2,000, 10.650,000 

2,400, 14,025, _ I. 725, 4,200, 22,330,000 
画 000 000 000 000 000 000 000 

牧野改良計画
300, 300, 300, 900,000 700, 

700, 700, 2,100,000 
000 000 000 000 000 000 

柑橘新改棺
900, 3,500, 4,400,000 

I. 520, 4,500, 6,020,000 

農
000 000 000 000 

業 耕種改善
1,000, 10,500 11,500,000 2.780. 

24,000, 26,790,000 
000 ,000 000 000 

計 家畜導入
800, 1,000, 1,800,000 

2,000, 2,169, 4,169,000 
000 000 000 000 

画
2. 700, 1,000, 6,300, 30,639, 

計
000 000 

17,700,000 
000 000 

36,969,000 

＾ ロ

計
5,325, 30,200 1,050, 18,175 

54,750,000 
12,393 54,694, 2,425 27,531 

97,044,000 
000 ,000 000 ,000 ,750 000 ,000 ,250 

惑
足
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開拓道路については、昭和35年～昭和

39年にかけ新設し総事業毀35,417,000円

で完成、開拓地及び既耕地の利用度を裔

め生産力の堺強を計り現在に至っている。

6. しんせぎ（新堰）

今では、すっかり住宅地へと変わろう

としている、奈良本の下小田原地区一帯

は、町村合併施行の頃、秋になると、黄

金色の稲穂が風にゆれ、無数の赤トソボ

が、とんでし、た。

小田原田と呼ばれていたこのあたりに

は、元来、JIIはなく、水田耕作をするに

は、外から水を持ってく るより方法がな

かった。その為の用水路は2つある。と

言うより、あった、と言うほうが正確か

も知れない。

1つは小田原川であり、下流は片瀬白

田へと通じる樋ノロの川から、水を取り

入れ、 三度沢、小池、小田原川、小梱、

を通って、下小田原の田んぼへと注いで

し、た。
しんや

もう一つは、新家の前の川から水を取

り、やがて、今の熱川因店の近くから、

直線距離にして170mくらいのトンネル

を掘り、小田原の田へと水を供給してい

た。昭和初期の県遥（現町道）工事が行

われる以前ほ、今の役場熱川支所付近は、

小岱い岡になっていたはずだから、どう

しても水を小田原に持っていく、と言う

のなら、 トンネルを掘るよりの他、方法

がなかった。
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かって、奈良本の子供たちは、探検と

称して、あるいはコウモリを求めて、こ

の穴に挑んだ。 トソネルの入口付近は、

子供なら立って歩けるほどだが、やがて、

かがむようにして、ついには、 1列縦隊

のほふく前進の難行を強いられることに

なる。穴は、出口附近で急に、ポッカリ

と開ける。実は這うようになるころには、

出口に明りが見えてきているわけだが、

クワぐらいしかなかった時代、どうして、

これだけの穴を堀ったのだろうと、外に

出て大きく背のびをしてみるとき、いい

知れない感動を覚えたものだった。眼下

には、小田原田が広がっていた。

このトンネルをふくめた用水路は、昔

から、シンセギと呼ばれている。奈良本

では、田に引く水路のことを、セギと言

う。だから、シンセギと言うのは、新堰

という字をあてるものと思われる。

小田原川より後に作られたセギだから、

新セギと言う訳だ。すでに江戸時代の終

りころ、百姓たちは、新セギ、と言うか

ら新しいづら、と笑い合ったと言う。 一

体、いつ、誰が、どうして、掘削したの

だろうか？

ところで、小田原という名称だが、下

小田原にあった旧家に、 「束の都、小田

原」にちなみ、ここを小田原と名づける、

と内き記したものがあったと言う。天正

18年 (1590年）、小田原北条氏が、豊臣秀

吉によって滅ぼされる以前の約100年間

というもの、伊豆は小田原北条氏の支配

下にあり、しかもその発祥の地でさえ

あった。 北条氏は、関東一帯がその統治

下にあったとき、新田の開発を勧め、ま

た数々の大治水工事を行い、その名を残

している。もしかしたら、小田原川を通

じて、下小田原に水田を可能にしたのは、

北条氏の時代であったかも知れない。

かって、水田の水の優先順位の問題は、

深刻かつ厳格であった。奈良本でもその

例にもれず、新田になるほど、水はあと
おおた

まわしにされた。大田への水ほ、赤川方

面からあるにもかかわらず、 三度沢の下

の、水落しと呼ばれたところからも流さ

れ、これは小田原川へ通じる水よりも、

俊先権がある。つまり、大田の方が、小

田原よりも、先翡であった。

だから、あるいは、自らだけの用水路

としてのシンセギを作り、大田の田んぼ

よりも、さらに広い地域の水田を下小田

原に可能にしたのが、小田原北条氏の時

代であったのかも知れない。そこには、

北条氏の技術者たちがいて、村の人たち

らと労苦を共にしていたのかも知れない。

やがて新しい支配者徳川家康の時代に

なっても、村の人たちは、そこを小田原

田と名づけ、新セギは毎年初夏になると、

水をとうとうと流しつづけた。今ではそ

の真相を知っているのは、シンセギだけ

になっしまった。いくつもの立ち並んだ

家なみと、自動車の騒音の中で、その存

在さえ忘れられかけている。

7.伊豆急行鉄道駅との取合道

伊豆に鉄道をという住民の願いが昭和

36年12月9日の開通によりなし遂げられ

た。

その内伊豆大川駅と伊豆稲取駅と住宅

地を結ぶ取合道の要望が高くなり、利用

者の不便を解消するため、静岡県、伊豆

急行掠、町の三者の負担（各1/3づつ）に

より昭和37年～昭和38年の 2ケ年にわた

り民有地の道路敷協力により進められた。

①大川停車場線について

昭和37年度に用地買収後、面租235.02

坪、金額にして3,172,770円、他に樹木

等の補供費351,600円、計3,524,370円で

進められた。

翌昭和38年度は道路改良費延長117m

が昭和38年12月 1日～昭和39年 3月25日

迄掠竹内組により工事がおこなわれた。

2ケ年の事業牲は8,474,370円である。

②稲取停車場線について

昭和37年度に用地買収投、面栢671.22 

坪、金額にして10,450,240円、他に樹木

等の補伯費3,265,390円、道路改良牲延

長258.0m工事翌5,260,000円が昭和38年

3月8日～3月30日諮負人梅原工務店に

より工事が行われた。

翌昭和38年度は家屋の補伯費45.3坪

3,000,000円が執行された，

2ケ年の事業挫は21,975,630円である。

③大川停車場線、稲取停車場線の2ケ年
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の総事業牲は30,450,000円であり静岡県

の補助金は10,150,000円、伊豆急行鈴の

負担金、東伊豆町の負担金はそれぞれ同

額の10,150,000円で完成をいたし、現在

住民および観光客に利用されている。

第 8 節社会 • 福祉

1.水道

東伊豆町の水道の歴史は、主として稲

取の水道の歴史として始まる。

狭い土地に人家の密集した稲取は、志

津間川より分水した、堀割川（下流に

なって利島川と呼ばれる）の水を、主と

して生活用水として使用した。今となっ

ては、有った楊所も定かでないが、井戸

も少なかったと思われる。旧役場傍に

あったお陣屋の水を、東町の方から汲み

に来て桶で担って帰ったと云う話が伝え

られている。早朝、まだ汚れないうちに

利島川の水を汲んで飲料水とした事も

あって、伝染病が蔓延する原因となった

為、水道施設を考えたものと思われる。

明治23年、林の沢に水源を作り、木管

1440mにて、通水を始めたのが、稲取水

道の始まりで、此れは静岡県下では最初、

日本全国でも、横浜に次ぐ2番目である

と云う。

本格的水道としては、明治42年鋳鉄管

に取り替え、向井、新宿を通り、東町、

連行寺前に至る迄の通水と、それに共用
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栓14基を設腔して水道らしき形態が整っ

た。

(1) 東伊豆町水道のあゆみ

明治23年秋、伝染病大流行

水源林の沢組立木管を八百間布設

当時の村 一般会計2,2000円

工事般 1,200円

村民の飲料水確保に対する渇望

明治42年11月

（全国では15番目に当たる。）

水源 林の沢に集水池、配水池を設爵

向井、新宿等を経由し東町蓮行寺門前

の区間ー一鋳鉄管布設替 八吋管、六

吋管、四吋管共用栓（鋳鉄管蛇口） 14

基設腔

明治43年11月～明治44年 1月

西町、東町方面増設共用栓4基

大正3年新宿、西町、東町方面に各支

線延長

共用栓6甚設骰

大正6年～8年東町恵比須神社境内等

増設

共用栓10基設置

以上の様増設、布設替しても高低差が著

しく高い箇所への給水の改良にせまられ

る。

拡張改良工事（第 1次）

大正14年6月通水

水源入谷横ケ坂悌水

配水管横ケ坂～山神社四吋管

山神社～愛宕神社 三吋管

愛宕神社～小学校裏貯水池三吋管

その他配水管布設を設置

共用栓入谷7基、水下11基、消水6基、

立野5基以上29基設爵

昭和4年 2月25日 稲取町水道部ができ

る。

昭和4年 3月21日付 静岡県指令衛第

791号の2にて 「稲取上水道」認可を

得る。

昭和5年稲取黒根に水源を作り、清水

下町支線完成と同時に立野方面に通水。

以上にて入谷本線は小学校裏貯水池を

終点とする。

拡張改良工事（第2次）

昭和5年 7月12日 通水

水源黒根悌水

計画給水人口 8,200人

計画給水鯖 1日1人802、

656吋／日

集水池 l池 7.5rrl 

配水池 l池 270出

配水管鋳鉄管

75,..._,150m/m 延長1,550m

昭和24年 4月 入谷横ケ坂水源地上方

山林内の涌水を集水井を設貯し、横ケ

坂水源ヘ

昭和27年拡張改良工事を実施し、町内

の各家庭全般給水工事を行い、共用栓

の姿はなくなった。

昭和33年水需要の増加に伴い、磯脇に

水源を求める。

1日1人300.Q、2,550吋／日

以上の工事を完了し、稲取町としての

最終の水道施設拡張改良工事である。

旧城東村の水道

白田簡易水道

昭和27年11月竣工

計画給水人口l,000人

計画給水祉

1日1人150.Q 150rrf／日

湯ケ岡簡易水道

昭和28年 7月竣工

計画給水人口 850人

計画給水祉

1日1人150.Q 127吋／日

奈良本簡易水道

昭和30年竣工

計画給水人口 4,000人

計画給水誠

1日1人150.Q 600rrf／日

昭和34年5月 稲取町と城東村が合併

し、東伊豆町となる。

昭和36年12月 伊豆急行電鉄が開通

昭和42年4月 東伊豆有料道路開通

一躍観光の町として脚光を浴びるとと

もに、これに伴い水需要も増加し、水

不足が深刻になる。

昭和38年12月 変更認可（東伊豆町上水

道拡張工事厚生省認可）

昭和41年4月 東伊豆町第3次拡張改良
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工事着工

基本計画（白田浄水場）

計画給水人口 18,000人

1日最大給水最 20,000吋／日

1日1人最大給水最 1,100Q 

1日最大取水絨 22,000吋／日

取水箇所 白田川

昭和43年 3月 東伊豆町上水道白田川浄

水場完成

昭和43年 8月 稲取地区通水（上水道拡

張第 1次工事竣工により稲取地区全面

通水開始）

昭和45年10月 東伊豆町上水逍拡張工事

完成

昭和45年11月 熱川地区通水竣工
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大川簡易水道

昭和37年認可

計画給水人口 1,500人

計画給水籠 250 2-

浮水管、送水管、配水管等すべて石

綿管布設

分譲地等の開発進み、水不足深刻に

なる。

昭和49年12月 変更認可

昭和50年大川浄水場済エ

計画給水人口 1,500人

計画給水猜 l日1人

1. 500 2- 2, 250吋／日

水源大深沢川 送水管等ダクタイ

ル鋳鉄管布設

(2) 東伊豆町水道第 3次拡張、事業概要

①基木計画

計画給水人口 18,000人

1日紋大給水枇 20. OOOrrf/D =O. 23rrf/ S 

1人 1日最大給水祉 1,1000 

計画取水祉 22,000吋／D=0. 255rrf/S 

計画浄水位 20,000吋／D

認可年月日 昭和38年12月28日

②施設の概要

取水施設

取水埋管

</> 800mm有孔鉄筋コ ソクリート管延長32m

取水井内径4.0m深9m RC造り 1井

取水ボ｀ノプ </> 250rnrn75KW  3台

内ヂーゼルエンヂ

ン 1台併用

取水ボンプ室 RC造り延坪78rrf 1棟

浄水施設

薬品沈でん池 RC造り

A好水井

Btl•水堰設貯

（機械式ウエアーメークー）

c楽品混和槽

D急速撹拌池容載18.7rrf 

Eフロック形成池 257rrf 2池

(1池につきフロッキュレータ 4基）

F沈殿池容砒15llrrf 2池

（滞流時問ー計画水批の4時問分）

浄水本館

RC造り地上3階（地下浄水池）

1450rrf-1棟

地下浄水池 1200rrf

1階機械室、発屯機室、楽注室、管廊、

塩素滅菌室

2階電器室、監理室、操作室、宿直室、

事務室

3階水烈試験室、会議室、予備室

急速ろ過設備 1池当りろ過面積

22.1面ー8面

送配水施設

管口径別延長

</> 500mmM C I P 500m（祁水管）

</> 600mm 11 1, 900m 

</> 450mm 11 1. 100 m 

</>400mm 11 4,864m 

¢, 350mm 
＂ 1,534m 

</> 300mm ＂ 3, 927m 

¢ 250mm ＂ 4,330m 

¢ 200mm ＂ 351m 

<p 150mm ＂ 3,586m 

,jJ 125S P 696m 

</> lOOmmMC IP 2,814m 

if> 75mm ＂ 335m 

</> 50mmVP 83m 

計 26,019m 

（地域別総延長）

稲取地区 (13,657m) 

熱川地区 (11,462m) 

上要配水、調整池

稲取黒根調整池RC造り 400吋 1池

稲取取水池 II 800rrf 1池

稲取麻校地区配水池 II 350吋 l池

熱川地区配水池PC造り 2,OOOrrl 1池

奈良本地区配水池RC造り 400rrl 1池

その他調整池 ，I llOrrl 2池

計 4, 060rd 
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(3)水道の状況

年 度 ＼ 区分 年間排水批 年間給水絨 給水人口 年度 ／区 分 1人 1日排水批 1人 1日給水拉 1日平均給水批

昭和43年 1,276千吋 ＇ 918千吋 9,689 人 昭和43年 361 0 260 

゜
3,496 吋

44 1,651 l, 1 7 1 10,073 44 449 318 4,523 

45 2,305 1,624 12,714 45 497 350 6,3155 

46 3,725 2,635 14,281 16 715 506 10,205 

47 3,837 2,933 15,232 47 600 528 10,512 

48 4,407 3,350 15,410 48 783 596 12,074 

49 4,584 3,466 15,638 49 803 607 12,559 

50 4,806 3,764 15,588 50 845 662 13,167 

51 5,231 3,800 15,688 51 913 664 14,332 

52 5,177 3,768 15,566 52 911 663 14,184 

53 5,538 3,829 15,652 53 969 670 15,173 

54 5,750 4,050 15,576 54 l, 0 1 1 712 15,753 

55 5,211 3,694 15,519 55 920 652 14,277 

56 5,309 3,757 15,436 56 942 667 14,545 

57 5,122 3,669 16, 126 57 870 623 14,033 

58 4,690 3,615 16,047 58 802 617 12,866 

59 4,888 3,819 15,990 59 838 654 13,392 

60 4,945 3,930 15,839 60 855 680 13,548 

61 4,944 3,949 15,879 61 853 681 13,545 

資料 ：水道課

（注） 簡易水道含む。
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以上の様に、東伊豆町の水道は発達し

て来たが、昭和20年以前の入谷水系水道

は、水批が少なく、小学校に於ても、夏

季は掃除用雑用水にも不足を来たし、学

校中で1箇所水の出る、水道に列をなし、

ようよう掃除を済ませる状態であり、町

各家庭への引込ほ許可されず、朝起きた

子供達は、歯プ｀ラ、ンを口に唖え、バケッ

を片手に、共用水道栓に通い、洗面がて

ら水を汲んで来るのを常とした。

現在、水道は拡張に次ぐ拡張に依り、

使用出来る水道水は盟富になったが、昔

林の沢や、黒根水源の様な湧水に頼って

いた頃の水のうまさを思うと、なんとな

く機械的と云うか化学的と云うか、飲料

水の原点を離れた様な気がする。

第 4
 
章
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